
　

平
素
は
体
育
文
化
活
動
に
関
し
ま

し
て
、
教
職
員
並
び
に
保
護
者
の
皆

様
・
部
活
Ｏ
Ｂ
連
合
会
様
・
賛
助
会

員
様
そ
れ
ぞ
れ
に
、
物
心
両
面
に
渡

り
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
の
生
徒
の
活
躍
も

素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

運
動
部
で
は
全
国
大
会
へ
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
部
、
弓
道
部
が
出
場
し
、
東

北
大
会
に
お
い
て
も
陸
上
競
技
部
、

水
泳
部
、
弓
道
部
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

部
、
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

中
で
も
東
北
選
抜
大
会
に
お
い
て
弓

道
部
女
子
団
体
が
優
勝
、
東
北
選
手

権
大
会
で
は
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
女
子

も
団
体
で
準
優
勝
、
個
人
戦
に
お
い

て
も
男
女
で
優
勝
、
ホ
ッ
ケ
ー
部
男

子
も
三
位
に
入
賞
す
る
な
ど
、
近
年

に
な
い
ほ
ど
の
活
躍
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
文
化
部
お
い
て
も
Ｃ
Ｓ

Ｓ
部
の
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
出
場
、

Ｗ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
２
０
１
８
決
勝

大
会
進
出
を
始
め
と
し
、
日
本
学
生

科
学
賞
山
形
県
審
査
や
サ
イ
エ
ン
ス

キ
ャ
ッ
ス
ル
２
０
１
８
で
の
入
賞
、

新
聞
文
芸
部
の
全
国
高
文
連
北
海
道

東
北
文
芸
大
会
出
場
や
県
総
合
文
化

祭
で
の
入
賞
、
調
理
科
学
部
の
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
な
ど
各
方
面
で
活
躍
し

ま
し
た
。
な
お
、
Ｃ
Ｓ
Ｓ
部
に
お
い

て
は
十
二
月
に
行
わ
れ
た
県
探
究
発

表
会
に
お
い
て
来
年
度
の
全
国
高
校

総
合
文
化
祭
へ
の
出
場
も
決
め
て
お

り
ま
す
。

　

生
徒
の
活
躍
は
本
当
に
素
晴
ら
し

く
、
其
々
の
部
が
文
武
両
道
を
旨
と

す
る
本
校
建
学
の
精
神
に
恥
じ
な
い
、

立
派
な
活
躍
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

近
年
上
級
大
会
へ
の
出
場
も
多
く

な
り
、
体
育
文
化
後
援
会
の
収
支
が

緊
迫
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
総
会
や
Ｏ
Ｂ
連
合
会
で
の

席
で
、
心
苦
し
い
と
は
思
い
な
が
ら
、

急
遽
募
金
活
動
を
行
う
機
会
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　

体
育
文
化
後
援
会
は
、
生
徒
が
安

心
し
て
部
活
動
に
励
む
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
、
ま
た
、
教
職
員
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
指
導
で
き
る
環
境
を

作
れ
る
よ
う
に
と
役
員
一
同
力
を
合

わ
せ
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
会
員

の
皆
様
並
び
に
同
窓
会
の
皆
様
に
は

更
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

本
校
生
の
素
晴
ら
し
い
体
育
文
化
活
動

更
な
る
ご
支
援
を
！

体
育
文
化
後
援
会
会
長

小
　
島
　
長
五
郎
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会
員
の
皆
様
に
は
、
本
校
の
体
育
文

化
振
興
活
動
に
対
し
、
日
頃
か
ら
物
心

両
面
に
わ
た
り
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
で
は
現
在
、
受
け
継
が

れ
て
き
た
「
興
譲
の
精
神
」（
①
自
他

の
生
命
を
尊
重
す
る
精
神 

②
己
を
磨

き
、
誠
を
尽
く
す
精
神 

③
世
の
た
め

に
尽
く
す
精
神
）
を
教
育
の
根
幹
に
据

え
、
文
武
両
道
、
質
実
剛
健
、
そ
し
て

進
取
の
気
風
の
も
と
に
、
豊
か
な
知
性

と
人
間
性
を
備
え
「
高
い
志
を
も
っ
て

新
た
な
価
値
創
造
に
挑
戦
す
る
生
徒
」

を
め
ざ
す
生
徒
像
に
掲
げ
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
生
徒
は
、
日
々
の
授
業
を
第

一
に
、
探
究
的
な
学
習
活
動
や
部
活
動
、

自
治
会
活
動
な
ど
に
限
ら
れ
た
時
間
を

有
効
に
活
用
し
、
仲
間
と
共
に
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

お
陰
様
で
今
年
も
様
々
な
活
動
に
お

い
て
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
そ
の
思
い

を
引
継
ぎ
、
多
く
の
部
が
大
活
躍
し
ま

し
た
。
運
動
部
で
は
全
て
の
部
が
県
大

会
に
出
場
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
、
ホ
ッ

ケ
ー
部
、
弓
道
部
、
陸
上
競
技
部
、
水

泳
部
が
東
北
大
会
に
出
場
を
果
た
し
、

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
女
子
が
準
優
勝
、
ホ
ッ

ケ
ー
男
子
が
第
三
位
と
活
躍
し
ま
し
た
。

東
海
地
区
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
は
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
（
女
子
団

体
と
男
女
個
人
四
名
）
と
弓
道
女
子
個

人
が
出
場
、
入
賞
は
果
た
せ
な
か
っ
た

も
の
の
最
後
ま
で
諦
め
な
い
興
譲
館
ら

し
い
戦
い
ぶ
り
で
し
た
。
さ
ら
に
、
四

年
ぶ
り
に
三
回
戦
進
出
を
果
た
し
た
野

球
部
。
初
戦
は
三
学
年
に
よ
る
応
援
を

背
に
逆
転
で
の
勝
利
、
そ
し
て
皆
川
球

場
に
響
き
渡
る
校
歌
を
聞
い
た
時
に
は
、

興
譲
館
高
校
に
在
る
こ
と
へ
の
誇
り
と

喜
び
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
二

回
戦
で
は
猛
暑
日
の
中
で
有
志
応
援
を

得
て
勝
利
、
そ
し
て
、
ベ
ス
ト
８
を
賭

け
全
校
応
援
で
戦
っ
た
三
回
戦
。
敗
れ

は
し
ま
し
た
が
、
強
豪
相
手
に
、
選
手

と
応
援
す
る
生
徒
が
一
つ
に
な
っ
て
戦

い
抜
い
た
興
譲
館
の
熱
い
夏
と
な
り
ま

し
た
。
秋
の
新
人
大
会
で
は
、
弓
道
女

子
団
体
が
三
十
四
年
ぶ
り
の
県
大
会
優

勝
、
加
え
て
、
弓
道
選
抜
大
会
で
初
の

東
北
大
会
優
勝
を
果
た
し
、
全
国
大
会

に
出
場
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
修
め

ま
し
た
。
次
年
度
で
の
さ
ら
な
る
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
文
化
部
に
お
い
て

は
、
吹
奏
楽
研
究
ク
ラ
ブ
が
県
大
会
で

は
惜
し
く
も
銀
賞
、
音
楽
部
は
地
域
や

福
祉
施
設
等
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｅ

Ｓ
Ｓ
ク
ラ
ブ
が
山
形
県
英
語
デ
ィ
ベ
ー

ト
大
会
で
初
の
第
三
位
、
文
芸
部
が
県

高
文
祭
の
散
文
部
門
で
優
秀
賞
、
コ
ア

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
が
日
本

学
生
科
学
賞
県
審
査
で
二
年
連
続
の
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
部
活
動
以

外
の
活
動
と
し
て
、
継
続
実
践
校
に
指

定
さ
れ
た
文
科
省
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
生
徒
は

様
々
な
科
学
的
研
究
活
動
に
取
組
み
成

果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、「
科

学
の
甲
子
園
」
山
形
県
大
会
で
は
、
五

連
覇
を
逸
し
た
も
の
の
第
二
位
（
同
点

一
位
で
規
定
に
よ
り
）、
さ
ら
に
、
今

年
度
よ
り
、
本
県
の
探
究
的
な
学
習
の

推
進
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
「
探
究

型
学
習
課
題
研
究
発
表
会
」（
県
教
委

主
催
）
で
は
、
科
学
専
門
部
と
人
文
社

会
分
野
を
含
め
た
八
十
二
テ
ー
マ
が
発

表
、
本
校
チ
ー
ム
が
最
優
秀
賞
と
優
秀

賞
三
本
、
優
良
賞
三
本
を
獲
得
、
三
年

連
続
で
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
へ
の
出

場
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
米
沢
市

体
育
協
会
七
十
周
年
記
念
式
典
に
お
い

て
「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
等
に
お
い
て

全
国
大
会
で
の
活
躍
で
本
市
に
明
る
い

話
題
と
活
力
を
与
え
た
。」
と
い
う
功

績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
本
校
生
徒
が
多
方
面
に
わ
た
り
活

躍
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
本
会
を
は
じ

め
本
校
の
関
係
諸
団
体
や
先
輩
諸
氏
の

皆
様
の
支
え
に
よ
る
賜
で
あ
り
、
改
め

て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
今
、
第
四
次
産
業
革
命
と

かsociaty5.0

と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、

大
き
な
変
革
の
時
代
を
生
き
て
い
ま
す
。

国
際
的
な
視
野
を
広
げ
、
新
た
な
価
値

創
造
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
失
敗
に
も
め

げ
ず
に
や
り
抜
く
力
、
仲
間
と
協
働
し

て
課
題
を
解
決
す
る
力
、
そ
し
て
、
生

涯
に
渡
っ
て
学
び
続
け
る
姿
勢
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
生
き
る
力
と
し
て

益
々
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
部
活
動

や
探
究
的
な
学
習
活
動
は
、
こ
の
よ
う

な
力
や
資
質
を
育
み
、
将
来
様
々
な
分

野
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
本
校
生
徒

の
土
台
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

興
譲
館
の
良
き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が

ら
、
高
い
志
を
持
ち
新
た
な
価
値
創
造

に
挑
戦
す
る
興
譲
館
生
の
育
成
を
目
指

し
、
生
徒
・
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

本
会
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
会
員
皆
様
の

ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

繋
ぐ
、
豊
か
な
人
間
力
の

育
成
を
め
ざ
し
て

校　

長

横
　
戸
　
　
　
隆
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平
成
30
年
度
　
事
業
報
告

１　

理
事
・
幹
事
合
同
会
議

　
　
　

平
成
三
十
年
四
月
十
九
日
㈭　

本
校
会
議
室

・
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告（
案
）及
び
収
支

決
算
報
告（
案
）

・
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び
予
算（
案
）

・
役
員
構
成
に
つ
い
て

２　

総　

会

　
　
　

平
成
三
十
年
四
月
二
十
六
日
㈭　

本
校
講
堂

・
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

報
告

・
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

・
役
員
構
成
に
つ
い
て

３　

各
部
Ｏ
Ｂ
代
表
・
部
活
顧
問
と
の
顔
合
わ
せ
会

（
Ｏ
Ｂ
会
連
合
主
催
）

　
　
　

平
成
三
十
年
五
月
二
十
五
日
㈮

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
ビ
ュ
ー
米
沢

　

・
部
活
動
顧
問
自
己
紹
介

　

・
各
部
Ｏ
Ｂ
会
活
動
状
況
紹
介

４　

県
高
校
総
体
壮
行
式（
会
長
激
励
）

　
　
　

平
成
三
十
年
五
月
二
十
四
日
㈭　

本
校
講
堂

５　

夏
季
壮
行
式

　
　
　

平
成
三
十
年
七
月
三
日
㈫　
　
　

本
校
講
堂

６　

役
員
会

　
　
　

平
成
三
十
年
七
月
二
十
四
日
㈫

本
校
会
議
室

　

・
賛
助
会
費
納
入
依
頼
に
つ
い
て

６　

体
育
文
化
後
援
会
表
彰

　
　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
一
日
㈮

本
校
講
堂

７　

大
会
・
強
化
遠
征
等
へ
の
年
間
を
通
し
て
の
補
助

　

今
回
、
三
十
五
回
を
数
え
る
興
譲
館
部
活
Ｏ
Ｂ
会
大

会
に
多
数
の
ご
参
加
を
賜
り
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
卓
球
部
・
サ
ッ
カ
ー
部
・
ス
キ
ー
部
の
幹
事
部
を

代
表
し
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

諸
先
輩
方
に
は
本
大
会
の
歴
史
を
こ
れ
ま
で
紡
い
で

く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

横
戸
校
長
先
生
、
海
和
教
頭
先
生
を
は
じ
め
母
校
興
譲

館
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
生
徒
の

可
能
性
を
伸
ば
す
教
育
を
大
切
に
し
て
後
輩
を
育
て
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
本
大
会
で
は
各
部
の
活
躍
に
つ
い
て
顧
問
の

先
生
か
ら
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
の
頑
張
り

が
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
懇
親
会
で

は
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
部
活
動
の
垣
根
を

越
え
、
世
代
の
違
い
を
越
え
て
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
一
年
に
一
度
の
部
活
動

Ｏ
Ｂ
会
連
合
大
会
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
新
し

い
風
を
大
切
に
し
て
、
先
輩
・
後
輩
が
和
気
藹
々
と
語

り
合
え
る
会
に
な
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
共
に
幹
事
を
し
て
下
さ
い
ま

し
た
卓
球
部
Ｏ
Ｂ
、
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
、
部
活

Ｏ
Ｂ
会
連
合
事
務
局
の
皆
様
に
感
謝
を
し
、
本
会
の

益
々
の
発
展
を
お
祈
り
し
ま
し
て
実
行
委
員
長
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　

始
め
に
、
第
十
八
回
大
会
、
平
成
三
十
年
九
月
十
五

日
、
参
加
チ
ー
ム
は
、
昭
四
十
一
・
四
十
九
・
五
十
一
・

平
三
・
バ
レ
ー
部
Ｏ
Ｂ
。
個
人
で
十
六
㎞
完
走
三
人
、

佐
藤
知
良
君
（
昭
五
十
九
）、
平
成
三
の
佐
々
木
謙
介

君
と
渡
辺
裕
輝
君
。

　

そ
も
そ
も
興
譲
館
名
物
と
も
い
う
べ
き
登
山
と
マ
ラ

ソ
ン
は
、
私
が
入
学
し
た
昭
二
十
五
年
、
千
喜
良
英
之

助
校
長
の
、「
本
校
は
修
学
旅
行
は
や
ら
な
い
、
登
山

と
マ
ラ
ソ
ン
を
や
る
」
の
一
言
で
始
ま
っ
た
も
の
。
そ

し
て
私
が
新
採
で
興
譲
館
に
赴
任
し
た
頃
、
教
職
員
も

東
西
に
別
か
れ
、
リ
レ
ー
形
式
で
勝
敗
を
競
っ
て
い
た

も
の
で
す
。

　

私
は
ス
キ
ー
部
も
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
夏
合
宿
の

最
後
の
日
、
学
校
ス
タ
ー
ト
～
高
橋
～
白
布
温
泉
～
昔

の
山
道
を
駆
け
上
り
～
硫
黄
鉱
山
（
今
の
天
元
台
）
迄

…
小
休
し
て
折
り
返
し
帰
校
、
と
い
う
と
て
つ
も
な
い

山
岳
マ
ラ
ソ
ン
も
や
り
ま
し
た
。
因
み
に
こ
の
冬
の
県

高
校
ス
キ
ー
大
会
優
勝
で
し
た
。

　

後
年
、
私
が
体
文
後
援
会
長
に
就
任
し
た
時
（
平
十

三
）、
ふ
と
私
の
頭
を
よ
ぎ
っ
た
の
が
、
何
と
白
布
マ

ラ
ソ
ン
だ
っ
た
の
で
す
。
深
く
強
く
私
の
体
に
染
み
つ

い
て
い
た
の
で
す
ね
…
。

　

そ
し
て
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
た
所
、
数
学
年

の
チ
ー
ム
や
部
の
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
、
個
人
で
全
コ
ー
ス
十

六
㎞
走
破
を
目
指
す
数
名
等
の
参
加
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

い
か
に
興
譲
館
白
布
マ
ラ
ソ
ン
が
、
頭
書
に
記
し
た

旧
コ
ー
ス
を
知
ら
な
い
平
三
も
参
加
す
る
等
、
卒
業
生

諸
氏
の
熱
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
事
か
…
。

　

さ
て
来
年
は
第
二
十
回
の
記
念
大
会
、
期
せ
ず
し
て

東
京
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
、
そ
の
前
し
ょ
う
戦
と
で
も
い
き

ま
し
ょ
う
か
…
。

実
行
委
員
長

冨
　
所
　
謙
　
一

　

（
昭
和
五
十
六
年
度
卒
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
）

米
沢
興
譲
館
部
活
Ｏ
Ｂ
会
連
合

　

平
成
三
十
年
度

　
　

部
活
Ｏ
Ｂ
会
連
合
大
会
に
つ
い
て

白
布
マ
ラ
ソ
ン
Ｏ
Ｂ
大
会
報
告

土
　
澤
　
幸
　
雄
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保護者会等の後援組織
部　名（会の名称） 会　　長 副会長

野 球 部 武井　恒昭 原田　和彦・情野　忠博

柔 道 部 鈴木　教浩・猪股　拓也

剣 道 部 落合　　篤 横山　秀典

ホ ッ ケ ー 部 辻崎　嘉伸 島扇　成美・山田　智幸

バ ス ケ 杉本　俊之
五十嵐靖子

二宮　　緑・渡邊　　馨
田村恵美子・曽根　千絵

フ ェ ン シ ン グ 大西　　聡 平　　真一

サ ッ カ ー 齋野　　孝 萩原　高子・嵐田　義則

バ レ ー 鈴木　大道

女 子 ソ フ ト テ ニ ス 御供真由美 野々村裕子・藤原　京子

バ ド ミ ン ト ン 原　　敏之 吉田　律子・蓮沼　洋子

卓 球 部 土屋　博義 黒金　　顕・坂野みどり

no 活動名 組 氏名 活動成績

１ 弓道部

２－１ 鈴木沙耶加
第37回東北高等学校弓道選抜大会
　女子団体　第１位

２－３ 田中　愛音
２－３ 小暮　晏佳
２－４ 渡部　彩乃

２ フェンシング部

３－２ 後藤ゆうか

第56回東北高等学校フェンシング選手権大会
　女子団体　第２位

３－３ 遠藤　美琴
３－４ 鈴木　　麟
３－５ 八巻史緒理
３－５ 塩島　　惠

３－３ 遠藤　美琴 第56回東北高等学校フェンシング選手権大会
　女子個人エペ　第１位

２－３ 大西ひかる 第56回東北高等学校フェンシング選手権大会
　男子個人フルーレ　第１位

体育文化後援会 表彰者一覧
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私
た
ち
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
は
八
月
に
愛

知
県
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
総
体
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

思
い
返
す
と
、
自
分
達
の
代
が
主
体
と

な
っ
て
初
め
て
の
大
会
の
と
き
は 
技
術

的
に
も
精
神
的
に
も
個
人
の
力
が
未
熟
だ

っ
た
の
で
す
が
、
声
を
出
す
こ
と
で
流
れ

を
掴
む
な
ど
試
合
経
験
を
重
ね
る
こ
と
で

チ
ー
ム
が
成
長
し
て
き
た
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
し
た
。

　

県
大
会
個
人
、
団
体
優
勝
、
東
北
大
会

個
人
優
勝
、
団
体
準
優
勝
と 

先
生
の
ご

指
導
や
保
護
者
の
方
々
の
応
援
の
お
か
げ

で
好
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
県
の
代
表
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
東
北
の
代
表
で
も
あ
る
と
い

う
責
任
感
と

自
信
を
も
っ

て
大
会
に
挑

み
ま
し
た
。

出
場
メ
ン
バ

ー
の
半
数
以

上
が
昨
年
の

イ
ン
タ
ー
ハ

イ
を
経
験
し

て
い
ま
し
た

が
、
今
年
の

イ
ン
タ
ー
ハ

　

私
は
、
県
高
校
総
体
で
個
人
二
位
に
入

賞
し
、
山
形
で
行
わ
れ
た
東
北
総
体
、
静

岡
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し

ま
し
た
。
ま
た
、
県
選
抜
大
会
、
県
新
人

大
会
で
団
体
優
勝
し
、
青
森
で
行
わ
れ
た

東
北
選
抜
大
会
、
岡
山
で
行
わ
れ
た
全
国

選
抜
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
更
に
、
群

馬
で
行
わ
れ
る
東
日
本
大
会
を
控
え
て
い

ま
す
。

イ
は
昨
年
と
は
全
く
違
う
緊
張
感
が
あ
り

ま
し
た
。
試
合
で
は
、
今
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
、
そ
の
緊
張
感
を
楽
し
み
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
が
落
ち
着
い
て
試
合
に
向
か
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
は
春
の
全
国

選
抜
大
会
で
上
位
に
入
っ
て
い
た
香
川
県

の
代
表
校
と
接
戦
の
末
敗
れ
て
し
ま
い
、

目
標
と
し
て
い
た
団
体
ベ
ス
ト
８
は
達
成

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
三
年
間
の
部
活

で
得
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気

づ
く
こ
と
が
で
き
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
し

た
。
こ
の
貴
重
な
経
験
で
学
ん
だ
こ
と
を

進
路
や
将
来
に
活
か
し
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
も
い
ま
す
。

　

最
後
に
こ
れ
ま
で
私
た
ち
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
、
保
護
者
の
方
々
、
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
に
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

個
人
で
出

場
し
た
二
つ

の
大
会
で
は
、

会
場
の
雰
囲

気
に
飲
ま
れ
、

緊
張
に
負
け

て
し
ま
っ
て

満
足
で
き
る

結
果
を
残
す

こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
団
体
で
出
場

し
た
東
北
選
抜
大
会
、
全
国
選
抜
大
会
で

は
緊
張
し
過
ぎ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
出

し
切
っ
て
東
北
で
は
団
体
優
勝
、
全
国
で

も
ベ
ス
ト
16
と
い
う
結
果
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
の
強
豪
校
の

射
を
見
て
、
落
ち
着
い
た
美
し
い
射
が
好

結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
上
位
大
会
な
ら
で
は
の
雰
囲
気

や
緊
張
感
な
ど
も
味
わ
う
ゆ
と
り
も
身
に

付
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
強
く
美

し
い
射
を
目
指
し
、
東
日
本
大
会
上
位
進

出
、
更
に
は
来
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

を
目
指
し
て
、
精
一
杯
努
力
し
続
け
ま
す
。

応
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
六
月
に
青

森
県
で
行
わ
れ
た
東
北
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。

　

県
総
体
で
は
置
賜
農
業
に
負
け
、「
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
」
と
い
う
目
標
は
果
て

せ
な
か
っ
た
も
の
の
、
私
た
ち
は
東
北
大

会
で
入
賞
で
き
る
よ
う
に
技
術
面
・
体
力

面
共
に
さ
ら
な
る
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

　

初
戦
の
不
来
方
戦
（
岩
手
）
で
は
三
︱

二
で
勝
利
し
、
準
決
勝
の
置
賜
農
業
戦
で

は
善
戦
な
が
ら
も
一
︱
四
で
敗
退
し
、
結

果
三
位
で
し
た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
な
か
な
か
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
私
た
ち
で
す

が
、
三
年
生
に

と
っ
て
最
後
の

大
会
で
入
賞
で

き
た
こ
と
は
、

と
て
も
良
い
思

い
出
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
支

え
て
い
た
だ
い

た
保
護
者
の

方
々
、
指
導

者
・
顧
問
の
先

生
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

   

私
た
ち
水
泳
部
女
子
は
昨
年
の
十
一
月

上
級
大
会
出
場
者
か
ら

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

後
藤
ゆ
う
か

美
し
く
強
い
射
を
目
指
し
て

弓
道
部

田
中　
愛
音

東
北
高
等
学
校
ホ
ッ
ケ
ー

選
手
権
大
会
に
出
場
し
て

男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

遠
藤
福
太
朗

東
北
新
人
大
会
に
参
加
し
て

水
泳
部

佐
藤　
久
莉
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私
は
九
月
に
金
沢
で
行
わ
れ
た
Ｗ
Ｒ
Ｏ

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
部
活
で
は

毎
日
楽
し
ん
で
ロ
ボ
ッ
ト
づ
く
り
や
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
し
て
い
た
の
で
、
全
国
大

会
に
出
場
で
き
た
の
は
非
常
に
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

　

大
会
当
日
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
さ
ら

に
は
保
護
者
方
な
ど
幅
広
い
年
代
の
方
が

会
場
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、
改

め
て
全
国
に
来
た
の
だ
と
高
揚
感
を
感
じ

ま
し
た
。
競
技
が
開
始
す
る
と
、
県
大
会

よ
り
も
課
題
の
難
易
度
が
高
か
っ
た
の
で

す
が
、
チ
ー
ム
で
助
け
合
い
立
ち
向
か
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
周
り
の

チ
ー
ム
が
よ
り
丁
寧
で
精
度
の
高
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
、
思
い
も
つ
か
な
い
よ
う
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
た
こ
と
に
衝
撃
を

受
け
、
来
年
以
降
の
意
欲
に
も
つ
な
が
り

ま
し
た
。

　

今
回
、
全
国
大
会
に
参
加
し
て
た
く
さ

ん
の
課
題
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
大

会
で
学
ん
だ

こ
と
を
次
に

生
か
し
て
技

術
力
を
高
め

て
い
き
た
い

で
す
。
こ
れ

か
ら
も
支
え

て
く
だ
さ
っ

た
顧
問
の
先

生
方
、
チ
ー

　

今
回
私
は
代
表
と

し
て
、
文
芸
部
誌
の

講
習
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
多
く
の
人

に
部
誌
を
手
に
取
っ

て
も
ら
う
方
法
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
面

白
い
企
画
を
行
っ
た
り
、
目
を
引
く
デ
ザ

イ
ン
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
回
の
講

習
で
は
、
特
に
「
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
」
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
私
た
ち
の
読
者
で
あ

る
高
校
生
が
興
味
を
引
か
れ
る
よ
う
な
ア

ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
案
を
他
校
の
生
徒
と
共
に

考
え
ま
し
た
。
他
の
人
の
意
見
を
聞
く
こ

と
で
、
自
分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

自
分
一
人
で
は
思
い
付
く
こ
と
の
で
き
な

い
面
白
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
見
つ
け
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
は
他
校
の
特
色
溢
れ
た
文

芸
部
誌
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
部
誌
の
中
に
校
内
活
動
の
写

真
を
入
れ
る
な
ど
、
参
考
に
し
た
い
部
誌

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
残
り
少
な
い

部
活
動
の
中
で
、
さ
ら
に
よ
い
文
芸
部
誌

が
作
れ
る
よ
う
に
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
を

最
大
限
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ム
の
み
ん
な
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
努
力

し
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
長
野
県
茅
野
市
で
開
催
さ
れ
た
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
の
自
然
科
学
部

に
盛
岡
で
行

わ
れ
た
東
北

新
人
大
会
に

参
加
し
ま
し

た
。
県
新
人

大
会
で
四
百

メ
ー
ト
ル
フ

リ
ー
リ
レ
ー

と
四
百
メ
ー

ト
ル
メ
ド
レ

ー
リ
レ
ー
で

四
位
に
入
っ
た
の
で
、
こ
の
二
種
目
の
出

場
と
な
り
ま
し
た
。
普
段
、
全
員
が
一
緒

に
練
習
で
き
な
い
た
め
引
き
継
ぎ
な
ど
に

不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
県
新
人
大
会
よ
り

も
少
し
で
も
速
く
泳
ぐ
こ
と
を
目
標
に
臨

み
ま
し
た
。
し
か
し
、
上
級
大
会
な
ら
で

は
の
雰
囲
気
や
水
深
の
深
い
プ
ー
ル
な
ど
、

い
つ
も
と
は
全
く
違
う
環
境
に
対
応
で
き

ず
悔
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

   

こ
の
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
で
、
全
国

で
も
活
躍
す
る
選
手
の
泳
ぎ
を
見
る
こ
と

が
で
き
自
分
た
ち
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
や

ま
だ
ま
だ
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
再

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
と
え

慣
れ
な
い
環
境
で
あ
っ
て
も
そ
の
せ
い
に

せ
ず
、
次
の
大
会
で
は
悔
い
の
残
ら
な
い

結
果
を
出
せ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
り
ま
す
。

門
に
参
加
し
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は
、
各

個
人
が
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
育
成
塾
で
行
っ
た

研
究
の
う
ち
の
二
つ
を
発
表
し
、
私
は
そ

の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
「
筋
芽
細
胞
が
分

化
す
る
際
の
細
胞
外
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
再

構
築
に
関
す
る
研
究
」
と
い
う
題
で
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
筋
肉
の
細
胞
の
再
生
を
目
的
と

す
る
研
究
で
す
が
、
高
校
生
に
と
っ
て
な

じ
み
の
な
い
名
称
や
実
験
内
容
が
多
か
っ

た
た
め
、
い
か
に
わ
か
り
や
す
く
そ
の
説

明
を
行
え
る
か
を
心
が
け
な
が
ら
発
表
に

臨
み
ま
し
た
。
発
表
に
は
制
限
時
間
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、〝
多
く
の
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
〟
と
い
う
こ
と
は
ハ
ー

ド
で
し
た
が
、
聞
き
手
の
反
応
に
よ
っ
て

瞬
時
に
内
容
を
組
み
変
え
な
が
ら
発
表
が

行
え
た
こ
と
が
自
信
に
な
り
、
そ
の
後
の

発
表
に
も
多
く
生
き
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
県
の
大
会
で
Ｃ
Ｓ
Ｓ
部
の
研
究

の
一
つ
が
賞
を
い
た
だ
き
、
来
年
度
も
全

国
高
総
文
祭

へ
参
加
で
き

る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
今
年
の

経
験
を
生
か

し
て
よ
り
発

展
し
た
発
表

に
な
る
よ
う

励
ん
で
も
ら

い
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ｗ
Ｒ
Ｏ
全
国
大
会
に
参
加
し
て

Ｃ
Ｓ
Ｓ
部

松
井
あ
き
ら

第
二
十
回
全
国
高
文
連
北
海
道
・

東
北
文
芸
大
会
に
参
加
し
て

新
聞
文
芸
部

井
上　
桜
希

全
国
高
総
文
祭
に
参
加
し
て

Ｃ
Ｓ
Ｓ
部

佐
藤　
優
里
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私
た
ち
美
術
部
は
、

現
在
二
年
生
五
名
、
一

年
生
三
名
の
計
八
名
で

毎
日
活
動
し
て
い
ま
す
。

油
彩
を
は
じ
め
と
し
、

立
体
制
作
や
ア
ク
リ
ル

画
な
ど
、
様
々
な
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

五
月
の
美
術
部
・
Ｏ

Ｂ
合
同
展
で
は
、
Ｏ
Ｂ

の
方
々
か
ら
沢
山
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
自
分
に
足
り
て
い
な
い
こ

と
、
ま
た
伸
ば
す
べ
き
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
八
月
の
地
区
高
校
美
術
展
で
は
、

全
員
が
出
展
し
、
三
名
が
奨
励
賞
を
頂
き
ま
し

た
。
今
年
の
興
譲
祭
で
は
、
作
品
展
示
に
加
え
、

ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
部
員
全
員

が
工
夫
し
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
当
日
は
大
勢

の
方
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
も
学
校
行
事
の
ポ
ス
タ
ー
や
看
板
、

表
紙
等
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
自
分
の
納
得
い
く
作
品
制
作
が
で
き

る
よ
う
精
進
を
重
ね
て
参
り
ま
す
の
で
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
活
動
と
来
年
度
へ
向
け
て

　

吹
奏
楽
研
究
ク
ラ
ブ
は
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル

へ
の
参
加
や
定
期
演
奏
会
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出

演
、
出
前
ラ
イ
ヴ
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
コ
ン
ク
ー
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
演
奏
の
場
を
大
切
に
し
、
部
員
一
丸
と
な

り
楽
し
ん
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
お
客
様
に

私
た
ち
の
思
い
が
伝
わ
り
笑
っ
て
い
た
だ
い
た

り
、「
よ
か
っ
た
よ
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
私
た
ち
の
活
動
の
原
動
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
県
大

会
銀
賞
と
い
う
結
果
で
、
東
北
大
会
出
場
を
目

標
に
し
て
い
た
私
た
ち
に
と
っ
て
は
大
変
悔
し

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
様
々
な
場

面
を
通
じ
て
見
つ
け
た

自
分
た
ち
の
弱
点
を
強

化
し
、
来
年
度
の
す
べ

て
の
活
動
へ
生
か
し
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

来
年
度
の
大
会
で
は
さ

ら
に
よ
い
演
奏
を
ホ
ー

ル
に
響
か
せ
ら
れ
る
よ

う
、
精
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

ぶ
ん
ぶ
ん
部
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
私

   

調
理
科
学
部
は
、
十
四
名
の
部
員
を
加
え
、

部
活
全
体
や
個
々
の
目
標
に
向
か
っ
て
楽
し
く
、

協
力
し
て
、
精
力
的

に
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
日
々
の
部
活
で

は
「
ど
う
工
夫
す
れ

ば
良
い
の
か
」や「
ど

う
す
れ
ば
効
率
が
良

い
か
」
を
粘
り
強
く

考
え
る
こ
と
で
、
良

い
も
の
を
作
り
、
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

　

私
た
ち
音
楽
部
は
合
唱
祭
や
コ
ン
サ
ー
ト
、

施
設
訪
問
で
の
演
奏
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
へ
の
出
場
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
曲
の
質
を
特
に
重
視
し
、
一
曲
一
曲
を

よ
り
自
分
た
ち
の
納
得
の
い
く
作
品
に
な
る
よ

う
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

合
宿
で
は
、
仲
を
深
め
合
唱
と
向
き
合
っ
た

こ
と
で
、
目
指
す
合
唱
の
カ
タ
チ
を
つ
か
み
、

全
体
で
技
術
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
強
豪

校
と
交
流
し
た
り
、

難
易
度
の
高
い
曲

を
選
ぶ
こ
と
で
向

上
心
を
も
っ
て
取

り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
合

唱
に
私
達
の
思
い

を
込
め
、
た
く
さ

ん
の
人
に
届
け
ら

れ
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
興
譲
祭
や
南
原
文
化
祭
で

も
た
く
さ
ん
の
方
に
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

   

ま
た
、
今
年
は
山
大
工
学
部
主
催
の
α
化
米

粉
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ

な
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
て
、
経
験
を
積
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な
活
動
を
楽
し
む

こ
と
が
出
来
る
の
は
、
顧
問
の
先
生
、
家
族
の

支
援
が
あ
る
か
ら
で
す
。
多
く
の
人
に
感
謝
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
部
活
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

た
ち
新
聞
文
芸
部
は
、

火
曜
日
と
木
曜
日
の

毎
週
二
日
間
活
動
し

て
い
ま
す
。
新
聞
班
、

文
芸
班
に
分
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
作

り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

新
聞
班
で
は
新
聞

『
興
譲
』
や
、
イ
ベ
ン
ト
行
事
の
号
外
を
メ
イ

ン
に
作
成
し
て
い
ま
す
。
文
芸
班
で
は
、
文
芸

部
誌
『
無
限
軌
道
』
に
載
せ
る
作
品
を
個
人
個

人
で
自
由
に
執
筆
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
部
員
で
協
力
し
て
行
う
リ
レ
ー
小
説
に

も
挑
戦
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
聞
班
、
文
芸
班

と
も
に
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
、
賞
も
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
聞
講
習
会
や
文
芸
講
習
会
に
も
参
加
し
、

他
校
と
交
流
し
、
様
々
な
意
見
を
交
え
る
こ
と

で
自
分
の
ス
キ
ル
を
磨
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
で
得
た
力
を
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度

部　

活　

動

活 

動 

報 

告

文
化
部

◇
美　

術　

部

◇
吹
奏
楽
研
究
ク
ラ
ブ

◇
調
理
科
学
部

◇
音　

楽　

部

◇
新
聞
文
芸
部

顧

問

丸
　
山
　
あ
き
子

宮
　
下
　
説
　
子

前

部

長

松
　
田
　
千
　
穂

現

部

長

高
　
橋
　
優
　
奈

顧

問

土
　
井
　
広
　
一

進
　
藤
　
美
　
沙

前

部

長

鹿
　
俣
　
紗
　
那

現

部

長

原
　
　
　
乙
　
葉

顧

問

渡
　
部
　
弘
　
美

田
　
近
　
裕
　
子

前

部

長

森
　
下
　
由
　
梨

現

部

長

猪
　
野
　
凜
　
貴

顧

問

山
　
口
　
英
　
雄

進
　
藤
　
美
　
沙

前

部

長

佐
　
竹
　
里
　
緒

現

部

長

小
笠
原
　
愛
　
海

顧

問

芳
　
賀
　
有
美
子

前

部

長

宍
　
戸
　
脩
　
将

現

部

長

井
　
上
　
桜
　
希
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英
語
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

　

Ｅ
Ｓ
Ｓ
部
で
は
英
語
に
多
く
触
れ
て
楽
し
く

使
え
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
普
段
の

活
動
で
は
、
語
彙
を
増
や
す
ゲ
ー
ム
や
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
ジ
ェ
イ
ミ
ー
先
生
と
日
本
と
外
国
の
文
化
の

違
い
を
話
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
興
譲
祭
で
は
、

日
本
と
は
違
っ
た
各
国
の
食
文
化
や
習
慣
を
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
様
々
な
国
の
ポ
ス

タ
ー
を
作
り
展
示
し
ま
し
た
。
学
校
内
外
の

方
々
と
異
文
化
に
つ
い
て
話
す
こ
と
が
で
き
て

い
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
十
一
月
に

は
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年

は
「
安
楽
死
」
に
つ
い
て
の
議
題
で
大
変
な
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
他
校
生
徒
と
の
交
流
は

も
ち
ろ
ん
、
自
分
た
ち
の
英
語
力
だ
け
で
な
く

思
考
力
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
来
年
度
も
英
語
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｓ
で
の
新
た
な
経
験

　

興
譲
館
コ
ア
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ

は
、
毎
日
自
分
の
興
味
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
ま
す
。
生
物
班
、
物
理
班
、
情
報

班
な
ど
に
分
か
れ
て
活
動
を
し
て
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
班
で
も
全
員
が
同
じ
研
究
を
し
て
い
る

　

我
々
野
球
部
は
、〝W

IN
 T

H
E RESPECT

〟

を
目
的
と
し
、「
甲
子
園
で
校
歌
を
歌
う
」
と

い
う
目
標
に
向
か
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

新
体
制
と
な
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
春
季
県
大

会
で
は
自
分
た
ち
の
弱
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

こ
の
悔
し
さ
を
糧
に
し
な
が
ら
、
過
酷
な
合
宿

や
日
々
の
練
習
を
経
て
三
年
生
に
と
っ
て
最
後

の
甲
子
園
予
選
に
臨
み
ま
し
た
。
一
・
二
回
戦

を
突
破
し
、
五
年
ぶ
り
と
な
る
全
校
応
援
の
も

　

陸
上
部
は
今
年
度
、
三
年
生
十
五
人
、
二
年

生
十
人
、
一
年
生
十
七
人
の
計
四
十
二
人
で
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

　

頼
れ
る
三
年
生
が
抜
け
、
二
年
生
が
主
体
と

な
り
新
人
戦
に
向
け

て
部
員
一
人
ひ
と
り

が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

を
持
ち
、
転
部
生
の

加
入
や
部
員
同
士
の

衝
突
な
ど
様
々
な
障

害
を
乗
り
越
え
全
力

で
走
り
抜
い
て
き
ま

し
た
。
シ
ー
ズ
ン
オ

フ
の
今
、
新
人
戦
で

新
た
に
見
つ
け
た
課

題
を
見
つ
め
直
し
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
シ
ー
ズ
ン

に
向
け
て
獅
子
奮
迅

し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
、
私
た
ち
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
三
年

生
十
四
名
、
二
年
生
十
一
名
、
一
年
生
十
五
名

で
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
地
区
高

校
総
体
で
は
三
年
生
が
主
体
と
な
り
、
男
女
と

も
に
県
大
会
出
場
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
現
在
一
、
二
年
生
の

選
手
九
人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
二
人
の
計
十
一
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
の
目
標
と
し
て

「
地
区
大
会
優
勝
・
県
大
会
ベ
ス
ト
８
」
を
目

指
し
て
、
毎
日
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
一
つ
の
ボ
ー
ル
を
チ
ー

ム
全
員
で
つ
な
い
で
点
を
取
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
チ
ー
ム
み
ん
な
で
声
を
出
し
、

一
つ
の
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
自
分
た
ち
の
や
り
た
い
プ
レ
ー
が
で
き

て
点
数
を
取
っ
た
と
き
の
達
成
感
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。

　

チ
ー
ム
に
は
、
高
校
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

始
め
た
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
が
、
み
ん
な
で
一

緒
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
練
習
や
遠
征

を
通
し
て
、
常
に
上
達
し
て
は
壁
に
ぶ
ち
当
た

り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
上
達
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
一
日
一
日
の
練
習
を
大

事
に
し
て
、
掲
げ
た
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

わ
け
で
は
な
く
、
自
由
に
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
の

研
究
成
果
を
発
表
す
る
た
め
に
各
種
大
会
や
発

表
会
に
参
加
し
た
り
、
米
沢
市
内
で
行
わ
れ
る

種
々
の
イ
ベ
ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し

て
科
学
実
験
教
室
を
開
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
我
が
部
の
二
年
生
は
毎
年
『
イ
ノ
ベ

ー
タ
ー
育
成
塾
』
に
取
り
組
ま
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。『
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
育
成
塾
』
と
は
、
塾

長
で
あ
る
有
機
Ｅ
Ｌ
研
究
の
世
界
的
権
威
で
あ

る
城
戸
淳
二
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
山
形
大
学

工
学
部
の
各
研
究
室
に
配
属
さ
せ
て
頂
き
、
研

究
活
動
を
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
コ
ア
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
は
普
段
は
で
き
な
い

よ
う
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
経
験
で
き
て
、
毎
日

新
し
い
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
て
も

楽
し
い
部
活
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
好
き
な
こ
と

を
楽
し
み
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

と
三
回
戦
に
挑
み
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
負
け

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
全
校
応
援

の
中
、
偉
大
な
三
年
生
と
一
緒
に
戦
え
た
こ
と

は
私
た
ち
後
輩
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
チ
ー
ム
と
な
っ
て
秋
季
県
大
会
に
臨
み
ま

し
た
が
、
県
上
位
レ
ベ
ル
と
の
力
の
差
を
実
感

し
ま
し
た
。

　

冬
期
間
の
練
習
で
心
身
共
に
成
長
す
る
こ
と

で
、
来
シ
ー
ズ
ン
に
は
い
い
結
果
を
出
せ
る
よ

う
、
そ
し
て
全
校
の
み
な
ら
ず
支
え
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
方
々
と
甲
子
園
で
校
歌
が
歌
え
る
よ

う
日
々
の
練
習
を
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
今
後
と
も
応
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

◇
Ｅ　

Ｓ　

Ｓ

◇
Ｃ
Ｓ
Ｓ
部

◇
野　

球　

部

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

◇
陸
上
競
技
部

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

顧

問

井
　
上
　
　
　
啓

進
　
藤
　
美
　
沙

前

部

長

安
　
部
　
奈
々
子

現

部

長

佐
　
藤
　
美
　
月

顧

問

熊
　
坂
　
　
　
克

江
　
袋
　
晴
　
菜

山
　
口
　
大
　
輔

尾
　
形
　
啓
　
明

土
佐
林
　
正
　
明

前

部

長

白
　
石
　
茜
　
莉

現

部

長

髙
　
橋
　
勇
　
輝

顧

問

小
　
林
　
健
　
也

吉
　
田
　
真
　
悟

五
十
嵐
　
雄
　
大

前

部

長

佐
　
藤
　
豪
　
郎

現

部

長

武
　
井
　
作
　
斗

顧

問

西
　
部
　
智
　
広

石
　
黒
　
吉
　
寛

今
　
井
　
康
　
広

前

部

長

黒
　
金
　
仰
　
太

現

部

長

原
　
　
　
　
　
雅

顧

問

落
　
合
　
　
　
祐

向
　
田
　
智
　
弘

前

部

長

柏
　
倉
　
拓
　
斗

現

部

長

布
　
施
　
英
　
太

顧

問

後
　
藤
　
由
　
香

寺
　
澤
　
　
　
聡

前

部

長

矢
ノ
目
　
　
　
樹

現

部

長

鈴
　
木
　
啓
　
明

運
動
部
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今
年
度
の
反
省
と
来
年
度
の
抱
負

　

本
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
目
標
で
あ
る
「
県
大
会

優
勝
・
Ｙ
１
昇
格
」
に
む
け
て
、
今
年
も
前
向

き
に
日
々
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

春
の
地
区
総
体
で
は
、

地
区
準
優
勝
と
い
う
形
で

県
大
会
に
駒
を
進
め
ま
し

た
。
県
大
会
初
戦
は
、
同

じ
進
学
校
で
あ
る
鶴
岡
南

高
校
と
の
対
戦
で
し
た
が
、

思
う
よ
う
な
試
合
運
び
が

出
来
な
い
ま
ま
敗
北
し
、

先
輩
た
ち
を
引
退
さ
せ
る

結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

新
チ
ー
ム
と
し
て
の
集

大
成
で
あ
る
県
新
人
大
会

の
一
回
戦
で
は
山
形
南
高

校
相
手
に
力
及
ば
ず
敗
退
。

　

今
年
度
、
私
た
ち
男

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
は
三
年
生
九
名
、
二

年
生
十
三
名
、
一
年
生

七
名
で
活
動
し
て
き
ま

し
た
。
地
区
総
体
で
は

二
回
戦
で
惜
し
く
も
破

れ
、
地
区
優
勝
と
い
う

目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
悔
し
さ
を
胸
に
臨

ん
だ
県
総
体
で
は
、
一

回
戦
を
突
破
し
、
二
回

戦
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。
二
回
戦
で
は
自
分
た

ち
が
目
指
し
て
き
た
、
守
っ
て
走
る
バ
ス
ケ
ッ

ト
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
見
事
勝
利
を
収

め
ま
し
た
。
続
く
三
回
戦
で
は
敗
北
し
て
し
ま

い
、
と
て
も
悔
し
か
っ
た
で
す
が
三
年
生
と
の

今
年
度
を
振
り
返
っ
て

　

私
た
ち
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
三
年
生
十

名
、
二
年
生
十
二
名
、
一
年
生
四
名
で
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

　

団
体
戦
は
、
地
区
総
体
三
位
と
い
う
結
果
で
、

昨
年
の
地
区
総
体
、
地
区
新
人
に
続
く
連
覇
と

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
続
く
県
高
校
総
体
で

は
、
昨
年
敗
れ
た
相
手
に
も
勝
ち
、
久
々
に
ベ

ス
ト
８
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

個
人
戦
で
は
、
地
区
優
勝
・
三
位
な
ど
の
成

績
で
県
に
出
て
も
勝
て
ず
、
レ
ベ
ル
の
差
を
感

じ
ま
し
た
。

　

新
体
制
と
な
っ
て
迎
え
た
地
区
新
人
で
は
、

団
体
三
位
、
個
人
は
三
位
ど
ま
り
と
、
他
校
と

の
差
を
感
じ
る
結
果
と
な
り
、
県
新
人
で
も
上

位
入
賞
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
は
力
を
つ
け
、
地
区
内
で
は
他
を
圧
倒

し
、
県
大
会
に
お
い
て
名
を
残
す
べ
く
、
練
習

の
質
を
高
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

地
区
優
勝
を
め
ざ
し
て

　

今
年
度
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
三

年
生
六
名
、
二
年
生
六
名
、
一
年
生
四
名
の
計

十
六
名
で
始
動
し
ま
し
た
。
地
区
高
校
総
体
で

は
初
戦
は
突
破
し
た
も
の
の
準
決
勝
で
敗
れ
、

三
位
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
目
標
で

あ
っ
た
地
区
優
勝
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
各
々
が
再
び
自
分
と
向
き
合
っ
て

日
々
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
県
高
校
総
体
で
は

初
戦
に
一
ゴ
ー
ル
差
で
惜
し
く
も
負
け
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
三
年
生
の
プ
レ
イ
か
ら
は
最
後

ま
で
諦
め
な
い
気
持
ち
や
ボ
ー
ル
へ
の
執
着
心

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
私
た
ち
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
た
先
輩
方

に
は
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

新
チ
ー
ム
で
は
、

強
い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

を
軸
に
声
を
出
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
、
速
い
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
ゲ

ー
ム
展
開
が
で
き
る

よ
う
に
日
々
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
地

区
新
人
大
会
で
は
初

た
。
し
か
し
三
年
生
が
引
退
し
、
新
チ
ー
ム
で

挑
ん
だ
地
区
新
人
大
会
で
は
思
う
よ
う
に
結
果

が
残
せ
ず
苦
し
い
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
で
は
後
悔
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

と
思
い
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
練
習
の
改

善
点
や
皆
で
向
か
っ
て
い
く
目
標
な
ど
を
共
有

し
ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
部
長
・
副
部

長
が
部
員
一
人
一
人
に
目
を
配
り
、
そ
の
人
の

長
所
や
エ
ー
ス
シ
ョ
ッ
ト
は
な
に
か
、
改
善
す

べ
き
点
は
ど
こ
な
の
か
を
お
さ
え
な
が
ら
練
習

メ
ニ
ュ
ー
を
組
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
残
り

数
ヵ
月
ほ
ど
で
二
年
生
も
引
退
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
最
後
は
後
悔
せ
ず
笑
っ
て
終
わ
れ
る

よ
う
に
日
々
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
後
ま
で
気
持
ち
を
切
ら
さ

ず
戦
う
こ
と
が
で
き
た
試
合
で
し
た
。
こ
の
試

合
で
、
自
分
た
ち
は
県
で
も
十
分
戦
う
こ
と
が

で
き
る
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
信
に
も

つ
な
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
県

で
戦
い
抜
く
に
は
、
個
々
の
レ
ベ
ル
を
さ
ら
に

向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
通
用
し
な
い
と
い
う
こ
と

も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
、
現
在
は
来
年
度
に
向

け
て
今
シ
ー
ズ
ン
に
出
た
課
題
解
決
の
た
め
、

日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
分
た

ち
が
納
得
の
い
く
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
よ
う
、

毎
日
の
練
習
を
ひ
た
む
き
に
実
践
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち
を
支
え
て
く
だ
さ
る

方
々
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
結
果
を
残

す
こ
と
で
恩
返
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
の
試
合
を
悔
い
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
新
チ
ー
ム
と
な
っ
た
今
、
昨
年
と
同

じ
く
地
区
優
勝
、
県
ベ
ス
ト
エ
イ
ト
を
目
標
に

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
先
輩
方
の
想
い

を
胸
に
、
守
っ
て
走
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
こ
れ
か

ら
も
貫
い
て
い
き
た
い
で
す
。
残
り
少
な
い
期

間
で
、
悔
い
の
な
い
結
果
を
出
せ
る
よ
う
、
チ

ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

戦
、
準
決
勝
と
勝
ち
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
決
勝
で
敗
れ
、
準
優
勝
で
し
た
。
準
決
勝
で

は
前
回
の
大
会
で
敗
れ
た
米
沢
東
高
校
に
し
っ

か
り
と
勝
ち
切
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
た
ち
の

確
か
な
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
決

勝
戦
の
九
里
学
園
高
校
に
は
力
の
差
を
感
じ
た

の
で
、
目
標
で
あ
る
地
区
優
勝
を
す
る
に
は
ま

だ
ま
だ
練
習
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
興

譲
館
の
練
習
時
間
は
決
し
て
多
く
は
な
い
の
で
、

短
い
練
習
の
中
で
質
の
高
い
練
習
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

い
つ
も
ご
指
導
く
だ
さ
る
顧
問
の
先
生
方
、

応
援
や
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
保
護
者
の

方
々
、
先
輩
方
に
感
謝
し
、
自
分
た
ち
の
目
標

に
向
か
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
サ
ッ
カ
ー
部

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子

顧

問

齋
　
藤
　
幸
　
司

山
　
口
　
　
　
優

前

部

長

嵐
　
田
　
陽
　
登

現

部

長

藤
　
田
　
歩
　
夢

顧

問

廣
　
瀬
　
辰
　
平

山
　
口
　
大
　
輔

前

部

長

佐
　
藤
　
康
　
太

現

部

長

杉
　
本
　
　
　
章

顧

問

小
　
林
　
啓
　
明

山
　
口
　
大
　
輔

前

部

長

廣
　
居
　
　
　
栞

現

部

長

斎
　
藤
　
璃
々
花

顧

問

猪
　
俣
　
幸
　
一

坂
　
野
　
雄
　
大

前

部

長

村
　
山
　
竜
　
輝

現

部

長

今
　
井
　
友
　
輝
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今
年
度
も
私
た
ち
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
は
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
や
東
北
大
会
な
ど
、
上
位
大
会
で

の
活
躍
と
い
う
目
標
を
掲
げ
活
動
し
て
き
ま
し

た
。

 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
女
子
団
体
と
男
女
個
人
戦

に
出
場
し
、
練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

ま
し
た
。
ま
た
、
東
北
大
会
で
は
六
年
ぶ
り
に

女
子
団
体
準
優
勝
、
個
人
戦
で
は
男
子
フ
ル
ー

レ
と
女
子
エ
ペ
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
他

に
も
女
子
フ
ル
ー
レ
と
エ
ペ
で
五
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

卓
球
部
は
現
在
三
年
生
が
引
退
し
、
男
子
十

一
人
女
子
九
人
、
計
二
十
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

新
人
戦
は
男
子
団
体
が
準
優
勝
、
女
子
団
体

が
三
位
と
い
う
結
果
で
、
目
標
と
し
て
い
た
優

勝
に
は
あ
と
一
歩
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

悔
し
さ
を
胸
に
、
来
春
こ
そ
は
男
女
ア
ベ
ッ
ク

優
勝
、
そ
し
て
東
北
大
会
出
場
を
果
た
す
た
め

に
、
僕
た
ち
は
少
な
い
練
習
時
間
の
中
で
工
夫

し
て
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
僕
た
ち
が
練
習
に
打
ち

込
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
顧
問
の
先
生
、
保

護
者
の
方
々
、
そ
し
て
共
に
練
習
す
る
仲
間
の

支
え
が
あ
る
か
ら
で
す
。
周
囲
の
方
々
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
そ
し
て
今
度
こ
そ
有

終
の
美
を
飾
れ
る
よ
う
に
よ
り
一
層
練
習
に
励

ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
水
泳
部
は
三
年
生
一
名
、
二
年
生

止
ま
ら
ぬ
成
長

　

我
々
興
譲
館
山
岳
部
は
引
退
さ
れ
た
三
年
生

一
名
、
新
し
く
入

部
し
て
く
れ
た
一

年
生
五
名
、
そ
し

て
二
年
生
二
名
で

の
活
動
で
し
た
。

今
年
は
例
年
に
比

べ
多
く
の
一
年
生

が
入
部
し
て
く
れ

て
で
き
る
活
動
の

幅
が
広
が
り
、

色
々
な
こ
と
を
共

有
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

柔
道
部
は

今
年
度
、
一

年
生
二
人
で

活
動
し
て
き

ま
し
た
。
顧

問
の
先
生
の

指
導
の
も
と

目
標
に
向
か

っ
て
稽
古
し

て
き
ま
し
た
。

　

主
に
平
日
は
学
校
で
、
休
日
は
出
稽
古
に
行

き
ま
し
た
。
平
日
は
山
形
大
学
の
先
輩
が
練
習

に
来
て
く
だ
さ
り
少
し
多
い
人
数
で
普
段
で
き

な
い
練
習
が
で
き
ま
し
た
。
出
稽
古
で
は
、
他

校
の
い
ろ
い
ろ
な
ス
タ
イ
ル
の
人
達
と
練
習
を

し
ま
し
た
。
試
合
に
も
た
く
さ
ん
出
場
し
、
経

　

私
た
ち
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
現
在
二

年
生
三
名
、
一
年
生
四
名
の
計
七
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
三
年
生
が
引
退
し
、
新
体
制
で
挑

ん
だ
地
区
新
人
体
育
大
会
で
は
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
戦
う
こ
と
は
出
来
た
も
の
の
、
課
題
も

た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
目

標
と
し
て
は
、
来
年
の
地
区
総
体
で
団
体
戦
優

勝
、
個
人
戦
で
は
全
て
の
ペ
ア
が
県
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
で
す
。
今
の
私
た
ち
か
ら
見
れ
ば

高
い
目
標
で
す
が
、
日
々
の
練
習
の
一
球
一
球

を
大
切
に
し
、
互
い
を
高
め
合
っ
て
成
就
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
に
関
わ
る

全
て
の
人
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
良
い
結
果
を

残
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
よ
り

一
層
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
体
制
に
な
っ
た
私
た
ち
も
先
輩
方
の
目
標

を
引
き
継
ぎ
、
県
新
人
大
会
で
は
、
個
人
男
子

が
フ
ル
ー
レ
と
エ
ペ
の
二
種
目
で
優
勝
、
個
人

女
子
も
同
種
目
で
準
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
来
年
度
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
で
き

る
よ
う
、
全
国
を
見
据
え
て
練
習
に
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
々
へ
の
感
謝
を

忘
れ
ず
頑
張
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
筋
ト
レ
や
走
り
込
み
に
加
え
本
番

同
様
の
重
量
の
荷
物
を
持
ち
階
段
を
乗
降
す
る

歩
荷
（
ボ
ッ
カ
）
訓
練
な
ど
ほ
か
の
部
活
動
に

は
な
い
特
質
的
な
練
習
法
を
採
用
し
日
々
精
進

し
て
い
ま
す
。
毎
週
金
曜
の
天
気
図
練
習
で
は
、

天
気
図
を
書
く
こ
と
が
上
手
く
な
る
他
に
向
こ

う
数
日
間
の
天
気
を
予
想
す
る
力
も
同
時
に
つ

い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
今
年
度

の
地
区
総
体
・
地
区
新
人
大
会
で
は
男
女
と
も

に
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
始
め
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
も

評
判
を
い
た
だ
い
て
お
り
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

県
大
会
よ
り
上
に
行
け
る
人
数
と
経
験
が
ま

だ
ま
だ
私
た
ち
に
は
足
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
部

員
勧
誘
に
さ
ら
な
る
力
を
入
れ
山
岳
ス
キ
ル
を

磨
き
、
自
然
の
魅
力
を
皆
様
に
お
届
け
で
き
る

よ
う
精
進
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

五
名
、
一
年
生
一
名
の
計
七
名
で
の
活
動
と
な

り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
各
自
が
所
属
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
で
他
校
の
水
泳
部
の
人
と
一
緒
に
練
習
し

て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
練
習
か
ら
距
離
練
習
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
競
技
力
向

上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
忍
耐
力
も
鍛
え
て
き

ま
し
た
。

　

夏
の
高
校
総
体
で
は
、
三
年
生
一
名
が
東
北

大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
私
た
ち
一
、
二

年
生
は
そ
の
姿
に
刺
激
を
も
ら
い
、
高
校
新
人

大
会
で
は
リ
レ
ー
二
種
目
で
東
北
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
三

年
生
が
引
退
し
た
後
も
、
一
人
ひ
と
り
が
目
標

を
掲
げ
、
互
い
に
高
め
合
い
日
々
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
私
た
ち
を
支
え
て
く
だ
さ
る
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
ま
す
。

◇
柔　

道　

部

◇
山　

岳　

部

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子

◇
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

◇
卓　

球　

部

◇
水　

泳　

部

顧

問

吉
　
田
　
康
　
輔

荒
　
井
　
ゆ
り
子

前

部

長

猪
　
俣
　
諒
　
太

現

部

長

鈴
　
木
　
咲
　
希

顧

問

菊
　
地
　
　
　
篤

佐
　
藤
　
秀
　
和

前

部

長

星
　
　
　
祐
　
志

現

部

長

鈴
　
木
　
龍
　
聖

顧

問

狩
　
野
　
章
　
和

坂
　
野
　
雄
　
大

前

部

長

髙
　
橋
　
奈
　
都

現

部

長

御
　
供
　
利
理
花

顧

問

小
　
原
　
秀
　
樹

髙
　
田
　
和
　
典

前

部

長

八
　
巻
　
史
緒
理

現

部

長

我
　
妻
　
彩
　
菜

顧

問

中
　
村
　
絋
二
郎

菅
　
沼
　
　
　
正

前

部

長

井
　
上
　
潤
　
弥

現

部

長

土
　
屋
　
慶
　
智

顧

問

横
　
山
　
伸
　
一

荒
　
井
　
ゆ
り
子

前

部

長

藤
　
倉
　
萌
　
映

現

部

長

佐
　
藤
　
久
　
莉
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弓
道
部
は
、
現

在
二
年
生
二
十
一

名
と
一
年
生
十
二

名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
、
地
区

新
人
大
会
で
の
男

女
個
人
・
団
体
で

の
優
勝
、
県
選
抜

大
会
で
の
団
体
優

勝
、
東
北
高
校
選

抜
大
会
で
の
女
子

団
体
優
勝
、
全
国

高
校
選
抜
大
会
で

の
二
年
連
続
の
決

勝
進
出
と
い
う
結

果
を
残
し
て
い
ま
す
。
先
輩
方
の
丁
寧
な
指
導

と
先
生
や
保
護
者
の
皆
様
、
そ
し
て
何
よ
り
、

共
に
成
長
を
目
指
し
て
競
い
合
う
仲
間
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
新
体
制
に
な
っ
て
か
ら
、

部
を
上
手
く
運
営
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
不
安

な
点
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
人
任
せ
に
せ
ず
全

員
で
考
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
こ
れ
か
ら
も

困
難
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。
短
い
練
習
時
間

の
中
で
も
目
標
と
し
て
き
た
こ
と
は
、「
先
輩

た
ち
を
超
え
る
」
こ
と
で
す
。
部
の
運
営
に
つ

い
て
も
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
が
、
様
々
な

面
で
先
輩
を
超
え
る
た
め
に
や
る
べ
き
こ
と
は
、

日
々
の
練
習
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切
に
す
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
更
に
成
長
し
た
行

動
や
姿
を
お
見
せ
し
、
こ
れ
か
ら
も
美
し
く
強

い
射
の
実
現
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。 

　

私
た
ち
男
子
ホ
ッ
ケ
ー

部
は
、
二
年
生
七
名
、
一

年
生
七
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
二
名
、
計
十
六
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
去
年
引
退
し
た
現
三
年

生
の
先
輩
方
が
成
し
得
な

か
っ
た
置
農
を
倒
す
こ
と

を
目
標
と
し
て
、
日
々
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

部
員
の
大
半
が
初
心
者
で
あ
る
た
め
、
新
チ

ー
ム
の
ス
タ
ー
ト
は
と
て
も
不
安
で
し
た
。
し

か
し
、
た
く
さ
ん
の
練
習
試
合
を
重
ね
る
こ
と

に
よ
り
、
徐
々
に
自
分
た
ち
の
ホ
ッ
ケ
ー
の
形

を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
十
月

に
行
わ
れ
た
東
北
選
手
権
大
会
で
は
、
一
回
戦

で
昨
年
惜
敗
し
た
三
沢
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。

何
と
し
て
も
先
輩
方
の
無
念
を
晴
ら
そ
う
と
チ

ー
ム
一
体
と
な
り
戦
い
、
公
式
戦
初
勝
利
を
勝

ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
回
戦
で
は
優

勝
し
た
沼
宮
内
高
校
と
対
戦
し
敗
退
し
ま
し
た

が
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
日
々
の
練
習
に

い
か
し
な
が
ら
、
来
年
の
春
、
置
農
を
倒
す
事

を
目
標
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
「
東
北
大
会
優
勝
」
と
い
う
目
標

を
立
て
て
、
二
年
生
十
人
一
年
生
七
人
で
日
々

の
部
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
休
日
は
遠

　

今
年
は
三
年
生
二
名
が
受
験
の
た
め
、
三
年

生
一
名
・
一
年
生
一
名
で
活
動
を
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

夏
場
は
陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
に
行
い
、

冬
の
大
会
に
向
け
て
体
作
り
を
し
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、
冬
に
は
雪
上
練
習
に
加
え
二
人
と

も
北
海
道
へ
の
合
宿
に
参
加
し
、
技
術
向
上
に

努
め
ま
し
た
。

　

県
高
校
ス
キ
ー
大
会
で
は
、
男
子
大
回
転
二

十
三
位
・
二
十
九
位
、
男
子
回
転
で
は
二
十
三

位
と
片
足
不
通
過
と
い
う
記
録
に
終
わ
り
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

三
年
生
は
最
後
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
チ
ャ
ン

ス
で
し
た
が
、
一
年
生
に
は
来
年
も
機
会
が
あ

る
の
で
自
分
た
ち
の
分
ま
で
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
各
種
大
会
が
あ
る
の

で
、
ポ
イ
ン
ト
獲
得
の
た
め
に
様
々
な
大
会
に

出
場
し
て
、
良
い
結
果
が
残
せ
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

来
春
に
向
け
て

　

剣
道
部
は
、
男
子
六
人
、
女
子
五
人
の
計
十

一
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
短
い
稽
古
時
間
の

中
で
、個
人
・
団
体
の
目
標
に
向
か
っ
て
、日
々

お
互
い
を
高
め
合
っ
て
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

三
年
生
が
抜
け
て
、
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
、

地
区
新
人
大
会
や
県
新
人
大
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
稽
古
の
成
果
を
発
揮
で
き
た
半
面
、
改
善

す
べ
き
課
題
も
残
り
ま
し
た
。
特
に
、
団
体
戦

で
は
つ
な
ぐ
剣
道
の
大
切
さ
や
、
相
手
を
深
く

分
析
す
る
力
な
ど
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
次
に
生
か
し
、
毎
日
の

積
み
重
ね
を
大

事
に
し
て
来
年

度
の
春
の
大
会

や
そ
の
先
に
つ

な
げ
て
い
け
る

よ
う
に
し
て
い

き
ま
す
。

　

最
後
に
、
私

た
ち
が
充
実
し

た
環
境
で
活
動

で
き
る
と
い
う

の
は
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る

方
々
あ
っ
て
の

征
を
多
く
組
ん
で
い
た
だ
き
、
よ
り
実
践
に
近

い
形
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
平
日
は
短
い
時

間
の
中
で
す
が
、
て
き
ぱ
き
行
動
し
、
少
し
で

も
練
習
時
間
を
多
く
確
保
で
き
る
よ
う
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
同
士
で
悪
い

と
こ
ろ
を
指
摘
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
な
が

ら
チ
ー
ム
全
体
で
の
成
長
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
頃
の
努
力
が
少
し
ず
つ
形
と
な
り
、
大

会
を
重
ね
る
ご
と
に
よ
り
内
容
の
良
い
試
合
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
目
標
に
向
け
て
全
員
で
切
磋
琢
磨
し
合
い
、

全
国
レ
ベ
ル
で
通
用
で
き
る
チ
ー
ム
に
な
る
た

め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
家

族
の
支
え
や
友
達
の
支
え
が
あ
り
楽
し
く
続
け

て
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
顧

問
の
先
生
方
、
家
族
、
友
達
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
目
標
に
む
か
っ
て
練
習
を
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

◇
ス
キ
ー
部

◇
ホ
ッ
ケ
ー
部
女
子

◇
ホ
ッ
ケ
ー
部
男
子

◇
弓　

道　

部

◇
剣　

道　

部

顧

問

猪
　
俣
　
幸
　
一

菅
　
沼
　
　
　
正

坂
　
野
　
雄
　
大

現

部

長

中
　
沢
　
勇
　
気

顧

問

手
　
塚
　
　
　
剛

今
　
崎
　
徹
　
郎

前

部

長

長
谷
川
　
真
　
帆

現

部

長

山
　
木
　
郁
　
歩

顧

問

今
　
崎
　
徹
　
郎

手
　
塚
　
　
　
剛

前

部

長

遠
　
藤
　
福
太
朗

現

部

長

羽
　
賀
　
亮
　
太

顧

問

原
　
田
　
知
　
明

氏
　
居
　
恵
　
美

前

部

長

鈴
　
木
　
宏
　
征

現

部

長

江
　
村
　
奈
都
子

顧

問

五
十
嵐
　
弘
　
一

田
　
近
　
裕
　
子

前

部

長

渡
　
部
　
健
　
吾

奥
　
山
　
さ
久
來

現

部

長

落
　
合
　
優
　
真

滝
　
口
　
真
　
実
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No. 種目名
男　　　　子

種目名
女　　　　子

優勝 ２位 ３位 優勝 ２位 ３位
1 陸上競技 九里学園 米沢中央 米沢工業 1 陸上競技 九里学園 米沢中央 長 井

2 体
操

新体操
2 体

操
新体操

体操競技 体操競技

3 登 山 最優秀
米沢興譲館

優　秀
米沢工業・米沢東 3 登 山 最優秀

米沢興譲館

4 剣 道 米沢中央 米沢興譲館米沢工業 長 井 4 剣 道 長 井 米沢興譲館米 沢 東 米沢中央
5 柔 道 米沢中央 長井工業 米沢工業 置賜農業 5 柔 道
6 弓 道 米沢工業 米 沢 東 米沢興譲館 6 弓 道 米 沢 東 長 井 米沢商業
7 バスケットボール 米沢中央 長 井 米 沢 東 7 バスケットボール 南 陽 九里学園 米沢興譲館
8 バレーボール 米沢中央 米沢工業 南 陽 8 バレーボール 米沢中央 南 陽 長 井
9 サ ッカ ー 米沢中央 米沢興譲館 米 沢 工 業 9 サ ッカ ー 米沢中央
10 ソフトボール 10 ソフトボール 米沢中央 長 井 九里学園 南 陽
11 ソフトテニス 米 沢 工 業 長 井 米沢興譲館米沢商業 11 ソフトテニス 南 陽 米沢工業 長 井 米沢商業
12 卓 球 米沢中央 南 陽 九里学園 米沢興譲館 12 卓 球 米沢中央 長 井 九里学園 南 陽
13 バドミントン 米沢工業 長 井 九里学園 南 陽 13 バドミントン 九里学園 米沢興譲館荒 砥 長 井
14 フェンシング 米 沢 東 米沢興譲館 14 フェンシング米沢興譲館米 沢 東 高 畠
15 ホッケ ー 置賜農業 米沢興譲館 15 ホッケ ー 米沢商業 米沢興譲館
16 テ ニ ス 米沢中央 荒 砥 九里学園 16 テ ニ ス 米沢中央 荒 砥 九里学園

No. 種目名
男　　　　子

No. 種目名
女　　　　子

優勝 ２位 ３位 優勝 ２位 ３位
1 陸上競技 1 陸上競技

2 体
操

新体操
2 体

操
新体操

体操競技 体操競技

3 登 山 最優秀
米沢興譲館

優　秀
米沢工業 3 登 山 最優秀

米沢興譲館

4 剣 道 米沢中央 米沢興譲館 長 井 4 剣 道 米沢中央 長 井 米沢商業･置
賜 農 業 合 同 南 陽

5 柔 道 米沢中央 置賜農業･小国･
米沢興譲館合同

長井･長井
工 業 合 同 米沢工業 5 柔 道 米沢工業･米沢中央

･米沢興譲館合同

6 弓 道 米沢興譲館 置賜農業 長 井 6 弓 道 米沢興譲館Ａ 米沢興譲館Ｂ 米 沢 東
7 バスケットボール 米沢中央 長 井 米沢興譲館 米 沢 東 7 バスケットボール 九里学園 米沢興譲館 米 沢 東 長 井
8 バレーボール 米沢中央 南 陽 米沢興譲館 8 バレーボール 米沢中央 長 井 九里学園
9 サ ッカ ー 米沢中央 米沢工業 米沢興譲館 米 沢 東 9 サ ッカ ー 米沢中央
10 ソフトボール 10 ソフトボール 米沢中央 南 陽 長 井 九里学園
11 ソフトテニス 長 井 米沢工業 米沢興譲館 米 沢 東 11 ソフトテニス 長 井 南 陽 米 沢 東 高 畠
12 卓 球 米沢中央 米沢興譲館 九里学園 南 陽 12 卓 球 米沢中央 長 井 米沢興譲館 南 陽
13 バドミントン 長 井 荒 砥 米沢工業 米沢興譲館 13 バドミントン 長 井 九里学園 米沢商業 米沢興譲館
14 フェンシング エントリーなし 14 フェンシング 米 沢 東 米沢興譲館 高 畠
15 ホッケ ー 置賜農業 米沢興譲館 15 ホッケ ー 米沢商業 米沢興譲館
16 テ ニ ス エントリーなし 16 テ ニ ス エントリーなし

平成30年度置賜地区高等学校総合体育大会各競技学校対抗成績一覧

平成30年度置賜地区高等学校新人体育大会各競技学校対抗成績一覧
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体育系
部活動 平成30年度地区高校総体 平成30年度県高校総体 平成30年度地区高校新人体育大会 平成30年度県高校新人大会 その他の大会

陸
上
競
技

【男子】
100ｍ　　　　第３位　佐竹弘太朗
　　　　　　第４位　柏倉　拓斗
400ｍ　　　　第７位　長　　洸太
　　　　　　第８位　明間　大晟
400ｍＨ　　　第４位　山本　大輝
3000ｍＳＣ　第６位　竹田　星音
　　　　　　第８位　布施　英太
４×100ｍ　　第５位　
　　　　竹田　万里・長　　洸太
　　　　柏倉　拓斗・明間　大晟
４×400ｍ　　第３位　
　　　　長　　洸太・山本　大輝
　　　　明間　大晟・近野　陽大

【女子】
400ｍ　　　　第５位　井上美羽奈
800ｍ　　　　第７位　平　　遥夏
1500ｍ　　　第３位　黒田　愛奈
3000ｍ　　　第３位　黒田　愛奈
４×100ｍ　　第５位　
　　　　安部　優歩・井上美羽奈
　　　　佐野　智香・平　　遥夏
４×400ｍ　　第５位　
　　　　平　　遥夏・安部　優歩
　　　　須貝麻莉菜・黒田　愛奈
走幅跳　　　第７位　木村　天音
三段跳　　　第６位　安部　優歩
2000ｍＳＣ　第２位　齋藤帆野花

【男子】
400ｍＨ　　　第８位　山本　大輝

【男子】
100ｍ　　　　第５位　佐竹　智弘
200ｍ　　　　第５位　佐竹　智弘
400ｍ　　　　第８位　市川　諒介
800ｍ　　　　第７位　佐藤　宙夢
400ｍＨ　　　第４位　山本　大輝
3000ｍＳＣ　第６位　布施　英太
　　　　　　第７位　長島　拓海
４×100ｍ　　第３位　　
　　　　市川　諒介・山本　大輝
　　　　長　　洸太・佐竹　智弘
４×400ｍ　　第３位　
　　　　佐竹　智弘・山本　大輝
　　　　安部　　司・市川　諒介

【女子】　　
100ｍ　　　　第４位　木村　天音
　　　　　　第６位　小林　春菜
　　　　　　第７位　新野　桜子
200ｍ　　　　第４位　井上美羽奈
　　　　　　第５位　安部　優歩
　　　　　　第６位　梅津　朱唯
800ｍ　　　　第３位　齋藤帆野花
　　　　　　第６位　須貝麻莉菜
1500ｍ　　　第４位　黒田　愛奈
　　　　　　第６位　齋藤帆野花
3000ｍ　　　第３位　黒田　愛奈
４×100ｍ　　第３位　
　　　　木村　天音・安部　優歩
　　　　新野　桜子・井上美羽奈
４×400ｍ　　第４位　
　　　　井上美羽奈・安部　優歩
　　　　梅津　朱唯・黒田　愛奈
走幅跳　　　第４位　木村　天音
三段跳　　　第４位　安部　優歩
　　　　　　第８位　小林　春菜

【男子】
400ｍＨ　　　第６位　山本　大輝
　　　　　　→東北高校新人出場

【女子】
400ｍ　　　　第８位　井上美羽奈
三段跳　　　第８位　安部　優歩

東北高校新人
【男子】
400ｍＨ　　　　山本　大輝
　　　　　　　→予選敗退
県高校駅伝

【男子】
総合19位
　１区　布施　英太
　２区　山本　大輝
　３区　船山　雄太
　４区　佐藤　宙夢
　５区　近野　陽大
　６区　相田雄一郎
　７区　長島　拓海

【女子】
総合10位
　１区　黒田　愛奈
　２区　小笠原　唯
　３区　井上美羽奈
　４区　須貝麻莉菜
　５区　齋藤帆野花

硬　

式　

野　

球

第65回春季東北地区高等学校野球
山形大会置賜地区予選
１次予選
　　対　長井　　　７－３
代表決定戦
　　対　米沢工業　０－８

（７回コールド）
２次予選代表決定戦
　　対　米沢中央　１－９

（７回コールド）
３次予選代表決定戦
　　対　長工･米東･小国連合
　　　　　　　　　13－３

（６回コールド）

第65回春季東北地区高等学校野球
山形県大会
１回戦　対　鶴岡工業　２－９

第71回秋季東北地区高等学校野球
山形県大会置賜地区予選

１次予選
　１回戦
　　対　米沢工業　13－11
　代表決定戦
　　対　九里学園　３－６
２次予選代表決定戦
　　対　米沢商業　11－１

（６回コールド）

第71回秋季東北地区高等学校野球
山形県大会
１回戦　対　新庄北　　11－５
２回戦　対　日大山形　０－14

（５回コールド）

第100回全国高等学校野球
選手権記念山形大会
１回戦
　対　寒河江　５－２
２回戦（５回コールド）
　対　長井　　16－４
３回戦（５回コールド）
　対　酒田南　３－15
※ベスト16（５年ぶり）
第34回１年生大会置賜地区予選
※米沢商業との連合チーム
１次予選
　１回戦
　　対　米沢工業　５－２
　２回戦（５回コールド）
　　対　置賜連合　10－０
　代表決定戦
　　対　九里学園　５－６
２次予選 代表決定戦
　　対　置賜連合　10－８

　（延長タイブレーク）
第34回１年生大会県大会
１回戦　対　羽黒　３－10

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

【男子】
１回戦
　対　九里学園　66－54
２回戦
　対　長井　　　29－86

【女子】
１回戦
　対　米沢商業　61－43
準決勝
　対　九里学園　48－95
３位決定戦
　対　長井　　　91－71

結果第３位

【男子】
１回戦
　対　鶴岡南　　70－63
２回戦
　対　山形東　　65－44
３回戦
　対　酒田南　　33－81
結果ベスト16

【女子】
１回戦
　対　酒田西　　68－70

【男子】
予選リーグ
　対　南陽　　　74－64
　対　米沢東　　89－51
準決勝
　対　長井　　　50－66
３位決定戦
　対　米沢東　　56－43
結果第３位

【女子】
予選リーグ
　対　米沢商業　70－43
　対　九里学園　72－105
準決勝
　対　米沢東　　66－50
決　勝
　対　九里学園　43－76

結果準優勝

【男子】
１回戦
　対　鶴岡東　　42－79

【女子】
１回戦
　対　新庄東　　51－57

藤井杯・高野杯
【男子】
１回戦 対 寒河江  65－50
２回戦 対 鶴岡東  40－110

【女子】
１回戦 対 新庄東  49－70
全国高等学校バスケットボール選抜
優勝大会山形予選会置賜地区予選

【男子】
１回戦 対 米沢工業 75－43
２回戦 対 長井    　51－54

【女子】
１回戦 対 米沢東　59－66
置賜地区冬季リーグ戦
男子１部リーグ
　　対　長井　　　74－62
　　対　米沢東　　42－62
　　対　米沢中央　46－88
結果　１勝２敗（１部３位）
男子１部リーグ
　　対　米沢東　　39－65
　　対　長井　　　76－52
　　対　九里　　　43－89
結果　１勝２敗（１部３位）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

予選リーグ
　対　置賜農業　２－０
　対　長井工業　２－０
　対　米沢工業　０－２
　　　　　　予選リーグ２位で
　　　　　　決勝トーナメントへ
決勝トーナメント
　準決勝
　　対　米沢中央　０－２
３位決定戦
　　対　南陽　　　０－２
　　　　　　　　　　結果第４位

１回戦
　対　創学館　　０－２

予選リーグ
　対　長井工業　２－０
　対　置賜農業　２－０
　対　南陽　　　０－２
　　　　　　予選リーグ２位で
　　　　　　決勝トーナメントへ
決勝トーナメント
　準決勝
　　対　米沢中央０－２
　３位決定戦
　　対　長井　　２－１

第３位で県大会へ

１回戦
　対　東海大山形　２－１
２回戦
　対　山形中央　　０－２

安部杯　予選リーグ
　対　長井　　　２－１
　対　米沢中央　０－２
決勝トーナメント
準決勝 対 南陽　 ０－２
３位決定戦
　対 米沢工業 ２－１
　　　　　　　　　第３位
地区１年生大会
　対　置賜農業　２－０
　対　南陽　　　２－０
　対　米沢中央　０－２
　　　　　　　　　第２位

平成30年度大会・コンクール等の結果一覧
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体育系
部活動 平成30年度地区高校総体 平成30年度県高校総体 平成30年度地区高校新人体育大会 平成30年度県高校新人大会 その他の大会

サ
ッ
カ
ー

予選リーグ
　　対　米沢東　　〇２－１
　　対　高畠　　　〇４－０
　　対　九里学園　〇１－０
　　対　長井　　　〇２－０

予選リーグ　第１位
　準決勝
　　　　対　米沢工業　〇１－１

（PK勝ち）
　決勝　対　米沢中央　●０－３

第２位　県大会出場

１回戦
　対　鶴岡南　　●１－２
　　　（前半０－０・後半１－２）

１回戦敗退

予選リーグ
　対　長井工業　○６－０
　対　米沢東　　△３－３
　対　長井　　　△０－０
　対　米沢工業　〇２－１

予選リーグ第２位
３位決定戦
　対　九里学園　○１－０

第３位　県大会出場

１回戦
　対　山形南　●２－４

（前半０－２・後半２－２）
１回戦敗退

第97回全国高等学校サッカ
ー選手権大会山形県大会
２回戦
　対　寒河江　●０－１

（前半０－０・後半０－１）
２回戦敗退

高円宮杯U－18サッカーリ
ーグ2018山形県リーグ
３部Ｂブロック
　６勝４敗４分　勝点22　
　第３位（２部昇格）

卓　
　
　

球

【男子】
学校対抗　　第３位
シングルス　第３位　土屋　慶智

【女子】
学校対抗　ベスト８
ダブルス　第３位　伊藤　　愛・
　　　　　　　　　後藤　優依

【男子】
学校対抗
１回戦　対　酒田東　１－３

【女子】
学校対抗
１回戦　対　酒田光陵　１－３

【男子】
学校対抗　第２位
シングルス
　第１位　土屋　慶智

【女子】
学校対抗　第３位

【男子】
学校対抗　ベスト８
　１回戦　対　東桜学館　３－２
　２回戦　対　山形商業　３－２
　３回戦　対　鶴岡東　　０－３

【女子】
学校対抗　
　１回戦　対　山形東　　０－３

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

団体
　予選Ａリーグ
　　対　長井工業　③－０
　　対　南陽　　　②－１
　準決勝
　　対　米沢工業　１－②

　第３位：全校県高校総体出場
個人
　今井　友輝・石井　　陽

　第１位
　村山　竜輝・澤村　裕真

　第３位
　髙野　涼太・鈴木　悠介
　細越　諒真・種村　　翔

以上４ペア県高校総体出場

団体　第５位
　２回戦
　　対　鶴岡高専　②－１
　３回戦
　　対　寒河江　　②－０
　準々決勝　
　　対　山形市商　０－②
個人
　細越　諒真・種村　　翔
　髙野　涼太・鈴木　悠介
　村山　竜輝・澤村　裕真
　今井　友輝・石井　　陽

１回戦敗退

団体
　予選Ｃリーグ
　　対　長井　　　②－１
　準々決勝
　　対　米沢商業　②－０
　準決勝
　　対　米沢工業　０－②

　第３位：県高校新人出場
個人
　髙野　涼太・鈴木　悠介

第３位
　今井　友輝・種村　　翔
　佐藤　優樹・渡部　祐大

以上３ペア県高校新人出場

団体
　１回戦　対　鶴岡高専　②－１
　２回戦　対　山形市商　０－③

　２回戦敗退
個人
　今井　友輝・種村　　翔

３回戦敗退
　佐藤　優樹・渡部　祐大

２回戦敗退
　髙野　涼太・鈴木　悠介

１回戦敗退

地区春季選手権
　村山　竜輝・澤村　裕真

第２位
県春季選手権（ダブルス）
　今井　友輝・須藤　達也
　西方佑太郎・齋藤俊紗記

４回戦敗退
　髙野　涼太・鈴木　悠介
　若月　　駿・石井　　陽
　村山　竜輝・澤村　裕真

３回戦敗退
　種村　　翔・後藤　凛平
　船山　貴広・渡部　祐大
　吉野　祐紀・高橋　良允
　細越　諒真・近藤　理人
　佐藤　優樹・相田　春樹

２回戦敗退
県春季選手権（シングルス）
　村山　竜輝　１回戦敗退
国体県予選
　髙野　涼太・鈴木　悠介

３回戦敗退
　今井　友輝・種村　　翔

２回戦敗退
地区高校夏季リーグ
予選Ｃリーグ
　対　米沢商業　③－０
準々決勝
　対　長井工業　②－０
準決勝
　対　米沢東　1－②

第３位
地区高校インドア選手権
今井友輝・種村　翔

第３位
髙野涼太・鈴木悠介

第３位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

団体
　予選Ａリーグ
　　対　長井工業　③－０
　　対　南陽　　　１－②
　準々決勝
　　対　長井　　　０－②

　第５位：全校県高校総体出場
個人
　４ペア出場するも、県高校総体
出場ならず

団体
　２回戦　対　山形市商　０－③

　２回戦敗退

団体
　予選Ｂリーグ
　　対　米沢東　　１－②
　　対　南陽　　　０－③

予選敗退
個人
　髙橋　　萌・遠藤　理央

県高校新人出場

個人
　髙橋　　萌・遠藤　理央

１回戦敗退

県春季選手権大会（ダブルス）
　髙橋　奈都・御供梨理花
　青柳　六花・藤原　　鈴
　野々村みのり

１回戦敗退
地区高校夏季リーグ
予選Ｂリーグ
　対　米沢工業　１－②
　対　小国　　　③－０
１回戦
　対　米沢商業　１－②

第５位

柔　

道

【男子】
個人
　60㎏級　猪股　諒太

　２回戦敗退　ベスト８
【女子】
個人
　52㎏級　鈴木　咲希　第１位

【男子】
個人
　60㎏級　猪股　諒太

　１回戦敗退
【女子】
個人
　52㎏級　鈴木　咲希

　１回戦敗退

【男子】
団体　第２位

置農・小国と合同で出場
個人
　60㎏級　猪股　諒太　第３位

【女子】
団体　第１位

米工・米中と合同で出場
個人
　52㎏級　鈴木　咲希　第１位

【男子】
団体　１回戦敗退

　置農・小国と合同で出場
個人
　60㎏級　猪股　諒太

　１回戦敗退
【女子】
団体　１回戦敗退

　米工・米中と合同で出場　
個人
　52㎏級　鈴木　咲希　第３位

国体地区予選
【男子】　第２位
　軽量級　猪股　諒太

【女子】　第２位
　52㎏以下　鈴木　咲希
第41回全国高校柔道選手権
山形県予選会置賜地区大会

【男子】
団体　第２位
　置農・小国と合同で出場
個人　第２位
　60㎏級　猪股　諒太　

【女子】
団体　第１位
　米工・米中と合同で出場
個人　第１位
　52㎏級　鈴木　咲希
第41回全国高校柔道選手権山形県予選会

【男子】
団体　１回戦敗退
　置農・小国と合同で出場
個人　１回戦敗退
　60㎏級　猪股　諒太

【女子】
団体　１回戦敗退
　米工・米中と合同で出場
個人
　52㎏級　鈴木　咲希

準々決勝敗退　ベスト８
第31回東北大学柔道部
主催青葉杯優勝大会
※新庄北高校と合同チーム
として参加

【男子団体】予選リーグ
１回戦 対 気仙沼合同 負け
２回戦 対 盛岡第一 引き分け
３回戦　対　八戸　　負け
４回戦　対　県千葉　負け
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体育系
部活動 平成30年度地区高校総体 平成30年度県高校総体 平成30年度地区高校新人体育大会 平成30年度県高校新人大会 その他の大会

柔　

道

【女子個人】
予選リーグ１回戦　勝ち
予選リーグ２回戦　負け
予選２位通過
決勝トーナメント1回戦
負け　　　　　　　第３位

剣　

道

【男子】
団体
　予選リーグ
　　　　　対　米沢東　　勝利
　　　　　対　米沢工業　勝利
　準決勝　対　長井　　　勝利
　決勝　　対　米沢中央　敗北

結果　第２位
【女子】
団体
　予選リーグ
　　　　　対　米沢東　　惜敗
　　　　　対　米沢商業　勝利
　　　　　対　高畠　　　勝利
　準決勝　対　米沢中央

（県新人第２位）　勝利
　決勝　　対　長井　　　惜敗

結果　第２位
個人戦は、男女それぞれ団体メン
バーから４名が県総体に出場

【男子】
団体
　予選Ｇリーグ
　　対　新庄東　　０－５　勝利
　　対　新庄神室　０－５　勝利
　　対　日大山形　０－２　勝利

予選リーグ１位通過
　準々決勝
　　対　酒田光陵　３－０　敗北

結果　ベスト８
個人　最高ベスト32
参加選手
　伊田　光晴・髙橋　知也
　渡部　健吾・横山　可依

【女子】
団体
　予選Ｆリーグ
　　対　鶴岡南　　１－３　勝利
　　対　鶴岡北　　２－０　勝利
　　対　山形東　　０－０　引分

予選リーグ第１位通過
（本数差による）

　準々決勝
　　対　酒田光陵　１－４　敗北

結果　ベスト８
個人　最高ベスト32
参加選手
　奥山さ久來・松田　莉歩
　秋葉　　瑞・滝口　真実

【男子】
団体
　決勝リーグ
　　対　長井　　　　０－２

勝利
　　対　米商・米東　０－４

勝利
　　対　米工　　　　０－３

勝利
　　対　米沢中央　　３－１

敗北
結果　第２位

個人戦　県大会出場選手
　戸田　寛太・伊藤　　匠
　落合　優真・長岡　勝梧

【女子】
団体
　予選リーグ
　　対　高畠　　　０－２　勝利
　　対　南陽　　　３－１　敗北
　　対　米沢中央　３－０　敗北

結果　ベスト８
個人戦　県大会出場選手
　秋葉　　瑞

【男子】
団体
　予選リーグ
　　対　山形商業　１－１　敗北

（本数差）
　　対　酒田東　　０－２　敗北
　　対　新庄北　　３－２　勝利

リーグ３位敗退
個人戦　最高２回戦止まり。

【女子】
団体
　予選リーグ
　　対　東桜学館　１－１　勝利

（本数差）
　　対　山形西　　３－１　勝利

予選リーグ１位
　準々決勝
　　対　山形商業　０－４　敗北

結果　ベスト８
個人戦　１回戦敗退

秋田魁星旗
【男子】
１回戦
　対　久喜北陽（埼玉）

　二人残し　敗北
【女子】
１回戦
　対　ふじみ野（埼玉）

　４－１　敗北
上杉神社奉納剣道大会

【男子】
個人　第２位　髙橋　知也
　　　第３位　戸田　寛太

【女子】
個人　第１位　松田　莉歩
置賜地区総合剣道大会

【男子】
団体　第３位

【女子】
団体　１回戦敗退
山形県剣道大会

【男子】
団体
１回戦
対 山形東　 ２－０　勝利
２回戦
対 日大山形 ３－１　敗北

【女子】
団体
１回戦
対 山形東　 ２－０　惜敗
日本海旗争奪高校剣道大会

【男子】
団体
１回戦
　対　高崎北（群馬）　勝利
２回戦
　対　仙台育英（宮城）敗北

【女子】
団体
１回戦
　対　五所川原第一（青森）敗北
東北大学学友会招待試合

【男子】
団体Ｄリーグ
　仙台南、盛岡第一、本校
　リーグ３位

【女子】
団体

安積・泉館山合同、仙台
南、仙台二・三合同、本
校　リーグ３位

紅花旗
【男子】
団体
１回戦　対　白石　惜敗

【女子】
団体（本校・福島県保原高
校合同チーム）
１回戦　対　仙台二・三合

同　勝利
２回戦 対 新潟商業　惜敗

弓　
　
　

道

【男子】
団体　第３位

　予選通過　県大会へ
個人
　佐藤麟太郎・鈴木　宏征
　佐藤　洋兵

県大会出場権獲得
【女子】
団体　第４位

　予選通過　県大会へ
個人
　田中　愛音
８射５中以上　県大会出場県獲得

【男子】
団体　
　佐藤麟・鈴木・近藤
　富井・佐藤洋
予選　60射35中２位で予選突破
決勝リ－グ
　対　山形南　　　９－８
　対　酒田光陵　　11－13
　対　上山明新館　10－８
　対　山形工業　　11－９

３勝１敗　第２位　
東北大会出場

【女子】
団体
　赤木・小暮・田中・横山・鈴木

　団体９位　予選敗退
個人
　第２位　田中　愛音
　　８射５中　予選通過
　　準決勝４射３中
　　通過（３名のみ）
　　決勝　射詰め３連中後
　　　　　４本目で

東北大会（山形）出場
インタ－ハイ（静岡）出場

【男子】
団体　第１位　興譲館Ａ21中　
個人
　第１位　鈴木　海翔　８射８中

県大会出場
（８射５中以上）　

　鈴木　海翔・星野　哲郎
【女子】
団体（５人立ち）
　第１位　興譲館Ａ24中
　第２位　興譲館Ｂ14中
個人
　第１位　鈴木沙耶加　８射７中
　第２位　渡部　彩乃　８射７中
　第３位　横山　優理　８射５中

個人県大会出場
　　鈴木沙耶加・渡部　彩乃
　　横山　優理

男女団体14名→県大会出場

地区新人選抜大会（３人立ち）
【男子】団体
　第１位　興譲館Ｂ
　第２位　興譲館Ａ

【男子】
個人　
　第１位　星野　哲郎
　　８射６中以上予選通過
　　決勝　４射皆中　12射10中

　東北・全国選抜大会へ
【女子】
団体　第１位
田中　愛音・渡部　彩乃・横山　
優理・小暮　晏佳・鈴木沙耶加
　　　40射26中で予選16チ－ム中
　　　２位通過
決勝ト－ナメント、山形東、上山
明新館を破り決勝は天童高校を破
り、第１位
東日本大会（群馬）の出場権を獲得
個人　
　第１位　横山　優理
　　８射５中以上予選通過
　　決勝４射皆中　12射11中

　東北・全国選抜へ
　第３位　鈴木沙耶加
　　予選通過
　　決勝　４射３中　12射８中

　東北選抜大会へ
男女とも県１名の射道優秀賞受賞

あやめ杯弓道大会
【女子】
団体　第１位　24射16中
　赤木・田中・鈴木
個人　第２位　田中　愛音
ダリア杯弓道大会

【女子】
団体　第１位
　田中・横山・小暮・
　岡村・鈴木
個人　第１位　田中　愛音
　６射６中
全国高校弓道選抜山形県大会

【女子】
団体　第１位　48射26中
　横山・田中・鈴木
・東北高校選抜大会・全国
高校選抜大会出場権獲得
◎第37回東北高校弓道選抜
大会（弘前）　

【女子】
団体　第１位
　田中・渡辺・鈴木

　予選24射15中
（１位通過）

準々決勝　
由利高校（秋田）に４中対
７中で勝利
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体育系
部活動 平成30年度地区高校総体 平成30年度県高校総体 平成30年度地区高校新人体育大会 平成30年度県高校新人大会 その他の大会

弓　
　
　

道

【女子】団体
　第１位　興譲館Ａ
　第３位　興譲館Ｂ

◎男女第１位で県選抜大会へ

準決勝
大館桂桜高校（秋田）に６
中対９中で勝利

決勝
水沢商業高校（岩手）に５
中対９中で勝利

第１位
◎第37回全国高校選抜弓道
大会（岡山）

【男子】
個人　星野　哲郎

予選通過・準決勝敗退
【女子】
団体　12射10中で予選通過
決勝１回戦

倉吉西高校（鳥取）戦８中
対８中で同中競射３対２
で敗退

個人　横山　優理
　準決勝進出ならず

山岳
会場：豪士山（豪士峠）
男子団体　最優秀
女子団体　最優秀

会場：鳥海山（万助コ－ス～万助小舎）
男子団体　無事踏破
女子団体　無事踏破

会場：吾妻連峰（西大巓）
男子団体　最優秀
女子団体　最優秀

会場：面白山（カモシカコ－ス）
男子団体　無事踏破
女子団体　無事踏破

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

【男子】
団体　第５位
　１回戦　対　米沢東　　３－１

　勝利
　２回戦　対　米沢工業　０－３

　敗戦
ダブルス
　黒金　仰太・吉田　海人組

　第５位
シングルス
　黒金　仰太　第９位

【女子】
団体　第２位
　１回戦　対　米沢工業　３－０

　勝利
　準決勝　対　長井　　　３－１

　勝利
　決勝　　対　九里学園　２－３

　敗戦
ダブルス
　山口　夏輝・原　　　雅組

　第３位
　大河原悠生・山岸　巴恵組

　第３位
　藤田　美黎・曽根　京香組

　第９位
シングルス
　原　　　雅　第２位
　山口　夏輝　第５位
　大河原悠生　第９位

　　　以上県大会出場

【男子】
団体　３回戦敗退（ベスト16）
　２回戦　対　山形中央　３－２
　３回戦　対　鶴岡工業　０－３
ダブルス
　黒金　仰太・吉田　海人

　１回戦敗退
シングルス
　黒金　仰太　１回戦敗退

【女子】
団体　３回戦敗退（ベスト16）
　２回戦　対　寒河江　3－1
　３回戦　対　山形西　2－3
ダブルス
　山口　夏輝・原　　　雅

　２回戦敗退
　山岸　巴恵・大河原悠生

　１回戦敗退
　藤田　美黎・曽根　京香

　１回戦敗退
シングルス
　山口　夏輝　２回戦敗退
　大河原悠生　１回戦敗退
　原　　　雅　２回戦敗退

【男子】
団体　第３位（県大会出場）
　本戦１回戦
　　対　長井工業　１－３　敗戦
　代決１回戦
　　対　米沢商業　３－０　勝利
　代決２回戦
　　対　九里学園　３－１　勝利
　代決３回戦
　　対　米沢工業　１－３　敗戦
ダブルス
　吉田　海人・古山　幸矢組

　第３位　県大会出場
シングルス
　吉田　海人

　第７位　県大会出場
【女子】
団体　第３位（県大会出場）
　本戦１回戦
　　対　長井　　　０－３　敗戦
　代決１回戦
　　対　米沢東　　３－２　勝利
　代決２回戦
　　対　米沢工業　３－０　勝利
　代決３回戦
　　対　米沢商業　２－３　敗戦
ダブルス
　原　　　雅・古川詩央吏組

　第３位　県大会出場
シングルス
　原　　　雅

　第２位　県大会出場

【男子】
団体
　対　新庄南　　０－３
ダブルス
　吉田　海人・古山　幸矢

　１回戦敗退
シングルス
　吉田　海人　１回戦敗退　

【女子】
団体
　対　山形学院　０－３
ダブルス
　原　　　雅・古川詩央吏

　１回戦敗退
シングルス
　原　　　雅　１回戦敗退

国体地区予選会
【男子】
シングルス
　吉田　海人　第９位

【女子】
ダブルス
　原　　　雅・古川詩央吏
　第５位
シングルス
　原　　　雅　第３位

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

【男子】
学校対抗　第２位
個人
　フルーレ　大西ひかる　第１位
　エペ　　　大西ひかる　第１位
　　　　　　大浦　幸太　第２位

【女子】
学校対抗　第１位
個人
　フルーレ　後藤ゆうか　第１位
　　　　　　遠藤　美琴　第２位
　　　　　　鈴木　　麟　第３位
　エペ　　　塩島　　惠　第１位
　　　　　　遠藤　美琴　第３位

【男子】
学校対抗　第３位
個人
　フルーレ　大西ひかる　第１位

IＨ・東北大会出場
　エペ　　　大西ひかる　第２位

東北大会出場
【女子】
学校対抗　第１位

　IＨ・東北大会出場
個人
　フルーレ　後藤ゆうか　第１位

　IＨ・東北大会出場
　　　　　　鈴木　　麟　第２位

　IＨ・東北大会出場
　　　　　　遠藤　美琴　第３位

東北大会出場
　　　　　　八巻史緒理　第４位

東北大会出場
　エペ　　　八巻史緒理　第１位

　IＨ・東北出場
　　　　　　遠藤　美琴　第２位

東北大会出場

【男子】
個人
　フルーレ　大西ひかる　第１位
　エペ　　　大西ひかる　第１位

【女子】
学校対抗　第２位
個人
　フルーレ　我妻　彩菜　第３位
　エペ　　　我妻　彩菜　第３位

【男子】
個人
　フルーレ　大西ひかる　第１位
　エペ　　　大西ひかる　第１位

【女子】
学校対抗　第３位（２勝１敗）
個人
　フルーレ　我妻　彩菜　第２位
　エペ　　　我妻　彩菜　第２位

第56回東北高校選手権大会
【男子】
個人
　フル－レ　大西ひかる

　第１位
【女子】
学校対抗　第２位
個人
　フル－レ　後藤ゆうか

　第５位
　エペ　　　遠藤　美琴

　第１位
　　　　　　八巻史緒理

　第５位
第73回国民体育大会山形県予選会
少年男子フル－レ
　大西ひかる　　　第１位
第45回東北総合体育大会
　出場　大西ひかる
JOCジュニアオリンピック・
カップ・フェンシング大会
ジュニア個人フル－レ
　大西ひかる　出場
　我妻　彩菜　出場

ホ
ッ
ケ
ー

【男子】
　対　置賜農業　０－４　第２位

【女子】
　対　米沢商業　１－４　第２位

【男子】
　対　置賜農業　１－６　第２位

【女子】
　対　米沢商業　０－５　第２位

【男子】
　対　置賜農業　０－４　第２位

【女子】
　対　米沢商業　２－７　第２位

【男子】
　対　置賜農業　０－３　第２位

【女子】
　対　米沢商業　０－４　第２位

東北選手権大会
【男子】　東北３位
１回戦 対 不来方　 ３－２
２回戦 対 置賜農業 １－４

【女子】
２回戦 対 沼宮内 　０－４
東北高校選抜大会ホッケー大会

【男子】　ベスト４
１回戦 対 三沢　　２－２

 （SO　２－１）
２回戦 対 沼宮内　０－15
３位決定戦
　対　修明　　０－６

【女子】
１回戦
　対　不来方　０－10
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体育系
部活動 平成30年度地区高校総体 平成30年度県高校総体 平成30年度地区高校新人体育大会 平成30年度県高校新人大会 その他の大会

水　
　

泳

全員出場 【女子】　　
200ｍ自由型　第５位　藤倉　萌映
100ｍ背泳ぎ　第７位　田村　若奈
100ｍ背泳ぎ　第８位　木村　朱寿
200ｍ背泳ぎ　第５位　木村　朱寿

以上、東北大会出場
４×100ｍメドレーリレー　第９位
　　　　藤倉　萌映・佐藤　久莉
　　　　菅原　美育・木村　朱寿
４×100ｍフリーリレー　第９位
　　　　藤倉　萌映・佐藤　久莉
　　　　菅原　美育・木村　朱寿

【女子】　　
学校対抗戦　第４位　　
４×100ｍメドレーリレー

第４位
　　　　佐藤　久莉・菅原　美育
　　　　木村　朱寿・田村　若菜
４×100ｍフリーリレー　第４位
　　　　佐藤　久莉・菅原　美育
　　　　木村　朱寿・田村　若菜

以上、東北大会出場

東北大会出場
【女子】
200ｍ自由型　藤倉　萌映
100ｍ背泳ぎ　田村　若奈
100ｍ背泳ぎ　木村　朱寿
200ｍ背泳ぎ　木村　朱寿
東北新人大会出場

【女子】
４×100ｍメドレーリレー
　佐藤　久莉・菅原　美育
　木村　朱寿・田村　若菜
４×100ｍフリーリレー
　佐藤　久莉・菅原　美育
　木村　朱寿・田村　若菜

ス
キ
ー

【男子】
大回転　中沢　勇気　第23位
　　　　菅原　　耀　第29位
回転　　菅原　　耀　第23位
　　　　中沢　勇気　２本目失格

【男子】
大回転　菅原　　耀　第３位
回転　　菅原　　耀　第２位

岩手県選手権
【男子】　　　
回転　　中沢　勇気

　２本目途中棄権
大回転　中沢　勇気

　第35位
五色カップGSL　　　

【男子】
大回転（高校・一般）
　菅原　　耀　第１位　

文化・生産系
部活動 活動報告

美　
　

術

第23回米沢興譲館高等学校美術部・OB合同展　全員出展
（よねざわ市民ギャラリ－/５月25日～27日）
第69回置賜地区高等学校美術展　全員出展

（よねざわ市民ギャラリー/７月31日～８月５日）
　奨励賞　２年　山岸　茉歩、１年　繁村　怜奈
第54回米沢市民芸術祭総合展（よねざわ市民ギャラリー/11月20日～25日）３名出展

第42回山形県高等学校総合文化祭及び第66回山形県高等学校美術展　７名出展
（山形県体育館/10月12日～14日）　

　努力賞　２年　山岸　茉歩
第69回緑光会展　２名出展（よねざわ市民ギャラリー/10月30日～11月４日）
　奨励賞　２年　山岸　茉歩

吹
奏
楽
研
究

上杉まつり2018
第54回定期演奏会
全日本吹奏楽コンクール置賜地区予選　優秀
全日本吹奏楽コンクール山形県大会　銀賞
興道南部保育園出前ライヴ

第16回「吹奏楽の日」コンサート
回春堂デイケアセンター出前ライヴ
よしじまふれあい祭2018
米沢市児童会館クリスマスコンサート

全日本アンサンブルコンテスト置賜地区予選
　金管八重奏　　　　　金賞
　クラリネット四重奏　金賞・代表
　フルート四重奏　　　金賞
全日本アンサンブルコンテスト山形
県大会　クラリネット四重奏　金賞
立春ライヴ
地区高文連合同演奏会

新
聞
文
芸

《新聞班》
平成30年度山形県高等学校前期新聞編集講習会（山形）　参加
平成30年度山形県高等学校新聞コンクール　奨励賞受賞
学校新聞「興譲」発行

《文芸班》
第17回山形県高等学校文芸コンクール
　散文部門　優秀賞・高文連賞　２年　井上　桜希、佳作　１年　佐藤　ちな
　文芸部誌部門　佳作
平成30年度山形県高等学校文芸大会　参加
平成30年度全国高文連北海道東北文芸大会　参加　２年　井上　桜希
米澤新聞社主催「米新歌壇」出品
文芸部誌「無限軌道」発行

ＣＳＳＣ
（コアスーパ

ーサイエン
スクラブ）

東北大学・探求型「科学者の卵養成講座」自己推薦枠採択　１年　鈴木　悠世
Mono-Coto Innovation 2018山形県大会　９名出場　
WROJapan2018山形県大会兼WROJapan2018全国大会予選会　ミドル競技出場
　第１位　１年　遠藤　壱晟・１年　松井あきら
マリンチャレンジプログラム2018北海道・東北大会　～海と日本プロジェクト～出場
　「透明骨格標本の作製技法の検討」２年　佐藤　優里・１年　牛久保　舞
第42回全国高等学校総合文化祭　自然科学部門　研究２テーマ出場
　ポスタ－発表部門　「筋芽細胞が分化する際の細胞外マトリックスの再構築に関する研究」　２年　佐藤　優里
　化学部門　「全塗布法によるフレキシブル有機ELの作製」　２年　安達　修平
第15回WROJapan2018決勝大会in金沢　ミドル競技出場　１年　遠藤　壱晟・１年　松井あきら
第42回山形県高等学校総合文化祭　自然科学部門　研究５テ－マ参加
第62回日本学生科学賞山形県審査　研究１テーマ出品
　最優秀賞・県市長会会長賞　受賞
　「筋肉をつくる～筋肉再生用の新しい細胞用足場の作製～」生体内環境模倣班　２年　佐藤　優里
第62回日本学生科学賞中央予備審査　研究１テーマ出品

「筋肉をつくる～筋肉再生用の新しい細胞用足場の作製～」生体内環境模倣班　２年　佐藤　優里
平成30年度「郷土Yaｍagataふるさと探究コンテスト」最終審査　研究１テーマ出品
　優秀賞受賞「山形県から全国へ!最先端技術の発信～筋肉をつくる～」　１年　牛久保　舞
山形県探究型学習課題研究発表会　県高文連科学専門部の部　研究２テ－マ参加
　最優秀賞（物理領域）受賞
　　「流れ場における細長いゲルの運動」２年　香田駿　来年度の全国高総文祭自然科学部門に出場
　優秀賞（生物領域）受賞
　　「なぜ抗がん剤治療は効かなくなるか?～細胞外微小環境の変化から考える～」　２年　佐藤　優里　
サイエンスキャッスル2018東北大会　研究４テ－マ参加
　サイエンスキャッスル優秀ポスター賞　受賞　「透明骨格標本の作製技法の検討」　１年　牛久保　舞

ＳＳクラブ
（スーパーサ

イエンスク
ラブ）

サイエンスキャッスル2018シンガポール大会
Searching for microalgae which has environmental resistance
２年　我妻　考樹

平成30年度「郷土Yaｍagataふるさと探究コンテスト」最終審査　優秀賞受賞
　Mono-Coto Innovation 2018山形県大会　７名出場
　　　　　　　　　　　　　　　　FINALIST受賞　岩田　舜平
　Mono-Coto Innovation 2018　決勝大会　 第２位　岩田　舜平

ＥＳＳ 平成30年度　山形県高校生英語ディベート大会　第３位　米沢興譲館Ｂ

調
理
科
学

《コンテスト》
平成30年度牛乳・乳製品料理コンクール山形県大会　優良賞
　「ビ－フストロガノフ風　チーズinロールキャベツ」２年　猪野　凛貴
第９回舘山りんごスイーツコンテスト　奨励賞
　「りんごが香るバラ咲くシュークリーム」　１年　長谷部春香・粟野加衣愛
第４回アルファ化米粉レシピコンテスト　米沢栄養大学賞
　「UKOGIのロ－ルケーキ」２年　猪野　凛貴
米沢の伝統野菜　雪菜料理コンテスト
準グランプリ　「雪菜とバナナのチーズグラタン」　１年　大風潤依・髙橋夏海・粟野加衣愛

《地域貢献》
地域活性化のための研究活動　うこぎ畑フィールドワーク

　８月　株式会社マイン
南原文化祭催事部門「興譲庵」10月　南原コミュニティセンター
山大工学部共催　水無月茶会　霜月茶会開催　6・11月　座の文化伝承館

音
楽

老人ホーム回春堂演奏ボランティア
第49回置賜地区高等学校合唱祭（白鷹町文化交流センターあゆーむ）
グループホーム結いの木演奏ボランティア
ふれあいいきいきサロン演奏ボランティア（中部コミュニティセンター）

ニチイ西米沢演奏ボランティア
第50回置賜地区高等学校合唱祭（伝国の杜置賜文化ホール）
山形県声楽アンサンブルフェスティバル（山形テルサ）　奨励賞
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　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

項　　　目 予算額 決算額 増　減 備　　　　　考
一 般 会 費 8,550,000 8,624,500 74,500 年額　15,000円（保護者）当初予算人数570名
特 別 会 費 230,000 235,000 5,000 年額　5,000円（教職員）当初予算人数46名
賛 助 会 費 1,300,000 1,032,000 △ 268,000
繰 越 金 1,520,631 1,520,631 0 平成28年度会計より
合 計 11,600,631 11,412,131 △ 188,500

　支出の部

項　　　目 予算額 決算額 増  減 備　　　　　考

事
　
業
　
費

上級大会派遣費 4,100,000 3,945,620 △ 154,380 県大会以上・コンクール
参 加 料 650,000 670,600 20,600
強 化 費 2,300,000 2,330,330 30,330 遠征・合宿補助
強 化 指 導 費 2,100,000 1,717,270 △ 382,730 生徒引率旅費
施 設 整 備 費 300,000 300,000 0 卓球台・3Dプリンター他
奨 励 費 160,000 116,560 △ 43,440 激励金・懸垂幕
応 援 活 動 費 400,000 89,110 △ 310,890 生徒応援バス代他
小 計 10,010,000 9,169,490 △ 840,510

運
　
営
　
費

会 議 費 30,000 0 △ 30,000
事 務 費 50,000 42,718 △ 7,282 事務用品・郵送料・振替手数料他
印 刷 費 300,000 280,800 △ 19,200 会報・総会資料印刷代
渉 外 費 100,000 43,920 △ 56,080 会長（旅費・参加料）
人 件 費 940,000 928,905 △ 11,095 団体職員人件費
使 用 料 114,048 114,048 0 ＡＥＤレンタル料
小 計 1,534,048 1,410,391 △ 123,657

予 備 費 56,583 66,464 9,881 顧問登録料・振込手数料他
合 　 　 　 　 計 11,600,631 10,646,345 △ 954,286

決　　算　　額
　　　　　　　収入済額 11,412,131　－　支出済額 10,646,345　＝　残額 765,786　（次年度へ繰越）

　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成30年4月1日～平成31年3月31日）

項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 備　　　　　考
一 般 会 費 8,700,000 8,550,000 150,000 年額　15,000円×580名
特 別 会 費 235,000 230,000 5,000 5,000×47名（教職員）
賛 助 会 費 1,200,000 1,300,000 △ 100,000 賛助会費
繰 越 金 765,786 1,520,631 △ 754,845 平成29年度会計より
雑 収 入 0 0 0
合 計 10,900,786 11,600,631 △ 699,845

　支出の部　　　

項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 備　　　　　考

事
　
業
　
費

上級大会派遣費 4,000,000 4,100,000 △ 100,000 県大会以上・コンクール
参 加 料 650,000 650,000 0 県大会以上参加料
強 化 費 2,300,000 2,300,000 0 遠征・合宿補助
強 化 指 導 費 2,000,000 2,100,000 △ 100,000 生徒引率旅費
施 設 整 備 費 100,000 300,000 △ 200,000 備品費・修繕費・会場借用料他
奨 励 費 160,000 160,000 0 激励金・懸垂幕・生徒表彰
応 援 活 動 費 120,000 400,000 △ 280,000 応援補助
小 　 計 9,330,000 10,010,000 △ 680,000

運
　
営
　
費

会 議 費 20,000 30,000 △ 10,000 各会議補助
事 務 費 45,000 50,000 △ 5,000 事務用品・郵送料
印 刷 費 300,000 300,000 0 会報印刷代
渉 外 費 60,000 100,000 △ 40,000 会長（旅費・参加料）
人 件 費 955,000 940,000 15,000 団体職員人件費
使 用 料 114,048 114,048 0 セコムＡＥＤレンタル代1か月使用料\9504×12か月分
小 　 計 1,494,048 1,534,048 △ 40,000

予 備 費 76,738 56,583 20,155 顧問登録料・振込手数料他
合 　 　 　 　 計 10,900,786 11,600,631 △ 699,845

平成30年度　体育文化後援会　予算書

平成29年度　体育文化後援会　決算書
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（
名
称
・
事
務
局
）

第
一
条　

本
会
は
、
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
体
育
文

化
後
援
会（
以
下「
本
会
」と
い
う
）と
称
す
る
。

　

二
、本
会
の
事
務
局
を
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校（
以

下「
本
校
」と
い
う
）内
に
置
く
。

（
目　

的
）

第
二
条　

本
会
は
、
本
校
に
お
け
る
部
活
動
を
は
じ

め
と
す
る
、
体
育
文
化
活
動
の
振
興
及
び
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事　

業
）

第
三
条　

本
会
は
、
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
、
次
の
事
業
を
行
う
。

　
（
一
）本
校
の
体
育
文
化
活
動
の
振
興
及
び
発
展
の

た
め
に
必
要
と
認
め
る
事
業
。

　
（
二
）そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な

事
業
。

（
組　

織
）

第
四
条 

本
会
は
、
保
護
者（
一
般
会
員
）及
び
、

教
職
員（
特
別
会
員
）、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
等
本
会
の
目
的

に
賛
同
す
る
者（
賛
助
会
員
）を
以
て
組
織
す
る
。

第
五
条　

本
会
に
会
長（
一
名
）、
副
会
長（
三
名
）、

理 

事（
六
名
）、
幹
事（
七
名
）、
監
事（
二
名
）の
役

員
を
置
く
。

　

二
、
役
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
但
し
再
任
を

妨
げ
な
い
。

（
役
員
の
選
出
）

第
六
条　

役
員
は
下
記
に
よ
り
選
出
し
、
総
会
の
承

認
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

　
（
一
）会
長
は
、
理
事
会
で
選
出
す
る
。

　
（
二
）副
会
長
は
、
校
長
、
教
育
振
興
会
会
長
及
び

部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
な
か
か
ら
選
出
さ
れ
た
一
名
が
こ

れ
に
あ
た
る
。

　
（
三
）理
事
は
、
教
育
振
興
会
副
会
長
三
名（
一
・

三
学
年
の
部
会
長
、
教
頭
）及
び
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

な
か
か
ら
選
出
さ
れ
た
三
名
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
（
四
）幹
事
は
、
教
頭
、
事
務
部
長
、
生
徒
課
長
、

総
務
課
長
、
保
護
者
一
名（
二
学
年
）及
び
部
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
な
か
か
ら
選
出
さ
れ
た
二
名
が
こ
れ
に
あ
た

る
。

　
（
五
）監
事
は
、
保
護
者
二
名（
一
・
三
学
年
各
一

名
）が
こ
れ
に
あ
た
る
。

（
役
員
の
任
務
）

第
七
条　

役
員
の
任
務
は
次
の
通
り
と
す
る
。

　
（
一
）会
長
は
会
務
を
統
括
し
、
本
会
を
代
表
す
る
。

　
（
二
）副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
あ

る
時
は
、
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

　
（
三
）理
事
は
本
会
の
運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

　
（
四
）幹
事
は
会
務
の
企
画
、
立
案
、
執
行
に
あ
た

る
。

　
（
五
）監
事
は
本
会
の
事
業
並
び
に
会
計
を
監
査
す

る
。

（
顧　

問
）

第
八
条　

本
会
に
顧
問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

二
、
顧
問
は
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
会
長
が
委
嘱

す
る
。

（
事
務
局
）

第
九
条　

事
務
局
は
、
会
長
委
嘱
に
よ
る
事
務
局
員

で
構
成
し
、
日
常
業
務
を
処
理
す
る
。

（
会　

議
）

第
十
条　

本
会
の
会
議
は
総
会
、
理
事
会
、
幹
事
会

と
す
る
。

　
（
一
）総
会
は
年
一
回
召
集
し
、
役
員
の
承
認
、
予

算
・
決
算
の
承
認
、
規
約
の
改
正
、
そ
の
他
必
要
事

項
を
議
決
す
る
。
ま
た
、
必
要
あ
る
と
き
は
臨
時
総

会
を
召
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　

　
（
二
）理
事
会
、
幹
事
会
は
必
要
に
応
じ
て
随
時
会

長
が
召
集
し
、
総
会
に
提
出
す
る
議
案
に
関
す
る
こ

と
、
本
会
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の
他
必
要
事

項
を
審
議
す
る
。

　
（
三
）理
事
会
は
会
長
、副
会
長
、理
事
で
構
成
す
る
。

　
（
四
）総
会
及
び
理
事
会
の
議
長
は
会
長
が
務
め
る
。

　
　
　

幹
事
会
の
議
長
は
教
頭
が
務
め
る
。

（
経　

費
）

第
十
一
条　

本
会
の
経
費
は
、
一
般
会
員
会
費
、
賛

助
会
員
会
費
、
そ
の
他
の
収
入
を
以
て
こ
れ
に
あ
て

る
。

　
（
一
）各
会
員
の
会
費
は
次
の
通
り
と
す
る
。

　

一
般
会
員（
保
護
者
）　

一
五
、
〇
〇
〇
円

　

特
別
会
員（
教
職
員
）　　

五
、
〇
〇
〇
円

　

賛
助
会
員　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円
以
上

　
（
二
）一
般
会
員
が「
山
形
県
立
高
等
学
校
の
授
業

料
等
徴
収
条
例
」第
八
条
の
授
業
料
の
減
免
に
該
当

し
た
と
き
は
会
費
を
減
免
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
納
付
済
み
の
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
行
わ

な
い
。

（
会
計
年
度
）

第
十
二
条　

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
か

ら
翌
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

〔
付　

則
〕

本
会
の
規
約
は
、
次
の
と
お
り
制
定
・
改
正
す
る
。

　

昭
和
三
十
二
年
九
月
十
九
日
制
定

　

昭
和
四
十
年
六
月
一
日
改
正

　

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
五
日
改
正

　

昭
和
四
十
九
年
五
月
十
五
日
改
正

　

昭
和
五
十
一
年
三
月
二
十
四
日
改
正

　

平
成
三
年
三
月
一
日
改
正

　

平
成
四
年
五
月
二
十
二
日
改
正

　

平
成
十
五
年
四
月
二
十
六
日
改
正

　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
八
日
改
正

　

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
六
日
改
正

顧

問

今
井　

昭
二

駒
形　
　

衛

土
澤　

幸
雄

内
藤　

文
徳

会

長

小
島
長
五
郎

副
会
長

横
戸　
　

隆
（
校
長
）

赤
木　

博
幸
（
二
学
年
）

宗
川　

真
希

理

事

佐
藤　

知
由
（
三
学
年
）

鈴
木　

弘
樹
（
一
学
年
）

海
和　

雅
人
（
教
頭
）

遠
藤　

岩
根

我
妻　

弘
一

原
田　

正
夫

幹

事

海
和　

雅
人
（
教
頭
）

鈴
木　
　

基

鈴
木　

文
雄

原　
　

敏
之
（
二
学
年
）

稲
村　

邦
彦
（
事
務
部
長
）

吉
田　

康
輔
（
生
徒
課
長
）

原
田　

知
明
（
総
務
課
長
）

監

事

遠
藤　

正
明
（
三
学
年
）

新
野　
　

勝
（
一
学
年
）

事
務
局
長

小
原　

秀
樹
（
職
員
）

事
務
局

手
塚　
　

剛
（
職
員
）

吉
田　

真
悟
（
職
員
）

向
田　

智
弘
（
職
員
）

落
合　
　

祐
（
職
員
）

山
口　

英
雄
（
職
員
）

舩
山　

洋
子
（
職
員
）

米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
体
育
文
化
後
援
会
規
約

平
成
三
十
年
度

体
育
文
化
後
援
会
役
員

体育文化後援会会報 平成31年３月１日49号
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あたたかいご支援・ご協力ありがとうございました

尻
髙
邦
夫

東
京
都

㈲
米
沢
楽
器
店

米
沢
市

本
田
健
夫

岩
手
県

同
窓
会
関
西
支
部

京
都
府

㈱
ナ
セ
ル

米
沢
市

酒
井
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

米
沢
市

（医）
三
條
歯
科
医
院

米
沢
市

中
條
歯
科
医
院（
中
條
良
文
）
米
沢
市

宗
川
巧
業
㈱

米
沢
市

あ
さ
ひ
歯
科
医
院

米
沢
市

㈱
一
文
字
屋

米
沢
市

山
口
晃

新
潟
県

（医）
杏
山
会
吉
川
記
念
病
院

長
井
市

駅
前
最
上
接
骨
院

米
沢
市

㈱
羽
陽
印
刷

米
沢
市

本
田
貞
夫

米
沢
市

マ
ツ
キ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
米
沢
松
岬
校

米
沢
市

三
桝
屋

川
西
町

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
ビ
ュ
ー
米
沢
米
沢
市

㈱
振
興
電
気

米
沢
市

五
十
嵐
歯
科
医
院

米
沢
市

同
窓
会
宮
内
支
部

南
陽
市

白
井
建
設
工
業
㈱

米
沢
市

堀
内
織
物
㈲

米
沢
市

㈱
米
沢
自
動
車
学
校

米
沢
市

（
医
）く
ま
の
医
院　

 

米
沢
市

㈱
山
形
読
売
旅
行
会

米
沢
市

㈲
山
木
鈴
木
商
店

米
沢
市

㈱
吾
妻
ス
ポ
ー
ツ

米
沢
市

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
㈱

米
沢
市

㈱
ナ
ウ
エ
ル

米
沢
市

辻󠄀
自
動
車
㈱

米
沢
市

㈲
シ
テ
ィ
プ
リ
ン
ト

米
沢
市

㈱
志
ん
柳

米
沢
市

㈱
小
池
商
店

米
沢
市

粉
雪
の
海
賊
団

高
畠
町

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会

卓
球
部
Ｏ
Ｂ
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会

柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会

弓
道
部
後
援
会

水
泳
部
Ｏ
Ｂ
会

山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
Ｏ
Ｂ
会

吹
研
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

陸
上
競
技
部　

後
援
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会（
興
庭
会
）

（
バ
ド
部
）Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ

ホ
ッ
ケ
ー
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

同
窓
会
大
懇
親
会
及
び
部
活
Ｏ
Ｂ
連
合
大
会

の
折
に
は
、
唐
突
な
お
願
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
総
額
二
六
二
、
〇
二
〇
円
も
の
多
大
な
る

ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

㈱
上
杉
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
米
沢
市

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
米
沢
杉
の
目
町
店

米
沢
市

税
理
士
法
人「
豊
」土
田
一
成
米
沢
市

同
窓
会
39
年
卒

米
沢
市

㈱
小
嶋
総
本
店

米
沢
市

内
藤
文
徳

米
沢
市

㈲
毘
龍
レ
ン
タ
カ
ー

米
沢
市

㈲
杏
仁
薬
局

米
沢
市

中
山
胃
腸
科
内
科
医
院

米
沢
市

我
妻
建
設
工
業
㈱

米
沢
市

㈱
ヤ
リ
ミ
ズ
自
動
車

米
沢
市

（
財
）三
友
堂
病
院

米
沢
市

千
代
田
電
工
㈱

米
沢
市

相
馬
写
真
館

米
沢
市

松
岸
歯
科
医
院

川
西
町

林
歯
科
医
院

米
沢
市

小
野
隆
夫

米
沢
市

遠
藤
岩
根

米
沢
市

㈱
遠
藤
書
店

米
沢
市

㈲
キ
ョ
ウ
ド
ウ
印
刷

米
沢
市

花
園

米
沢
市

㈱
エ
ー
ビ
ー
エ
ム

米
沢
市

産
科
婦
人
科
島
貫
医
院

米
沢
市

高
橋
歯
科
医
院

米
沢
市

東
北
警
備
保
障
㈱

米
沢
市

㈱
セ
ゾ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

高
畠
町

㈱
平
山
孫
兵
衞
商
店

米
沢
市

金
子
建
設
工
業
㈱

米
沢
市

太
田
建
設
㈱

米
沢
市

㈱
植
杉
造
園

米
沢
市

く
ま
の
歯
科
医
院

米
沢
市

本
田
祐
次

米
沢
市

㈲
肉
の
さ
か
の

米
沢
市

長
谷
川
健

米
沢
市

県
南
自
動
車
学
校

高
畠
町

米
沢
信
用
金
庫

米
沢
市

㈱
日
本
ブ
ラ
イ
ト

米
沢
市

㈱
米
沢
牛
黄
木

米
沢
市

佐
藤
歯
科
医
院

白
鷹
町

㈱
西
方
石
油
店

米
沢
市

日
本
防
災
工
業
㈱

米
沢
市

（
医
）大
峡
歯
科
医
院

米
沢
市

㈲
ハ
ヤ
シ
薬
局

米
沢
市

㈱
川
島
印
刷

米
沢
市

㈱
後
藤
組

米
沢
市

鈴
木
歯
科
医
院

米
沢
市

（
医
）さ
の
医
院

米
沢
市

㈱
大
丸
石
油
店

米
沢
市

㈱
本
多
建
設

米
沢
市

（
医
）く
ま
の
医
院

米
沢
市

中
條
医
院　
（
中
條
明
夫
）
米
沢
市

㈱
小
島
洋
酒
店

米
沢
市

（
医
）田
中
ク
リ
ニ
ッ
ク

米
沢
市

黄
木
脳
神
経
ク
リ
ニ
ッ
ク

米
沢
市

（
医
）大
道
寺
医
院

米
沢
市

司
法
書
士　

猪
口
春
生

米
沢
市

（
敬
称
略
・
平
成
30
年
２
月
13
日
現
在
）

賛
助
会
員
名
簿
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